
論

文

戦
前
期
の
漁
業
出
稼
ぎ
と
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局

は

じ

め

に

出
稼
ぎ
は
吉
幾
三
の
演
歌
「
津
軽
平
野
」
に
も
唱
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
青
森
県
と
は
切
り
離
せ
な
い
テ

l
マ
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
戦
前
期
に
お
け
る
青
森
県
の
出
稼
ぎ
は
、
北
海
道
・
樺
太
・

露
領
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
へ
の
漁
業
出
稼
ぎ
に
集
中
す
る
と
い
う

全
国
的
に
見
て
際
だ
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
点
は
、
す

で
に
戦
前
期
に
中
島
(
一
九
三
五
)
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
資
料
を
補
っ
て
、
こ
の
特
徴
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か

ら
検
討
を
始
め
た
い
。

続
い
て
北
海
道
練
漁
業
に
お
け
る
出
稼
ぎ
者
の
実
態
に
つ
い
て

検
討
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
検
討
は
出
稼
ぎ
人
夫
の
募
集
方
法
に

焦
点
を
定
め
た
い
。
北
海
道
方
面
の
漁
業
出
稼
ぎ
は
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
募
集
方
法
に
お
い
て
大
き
く
革
新
を
見
せ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
営
者
、
若
し
く
は
代
理
人
が
出
張
し
て
前

渡
金
を
餌
に
漁
夫
を
か
き
集
め
る
伝
統
的
な
形
能
い
か
ら
、
市
町
村

に
よ
る
「
供
給
組
合
」
の
組
織
化
へ
、
そ
し
て
職
業
紹
介
所
に
よ

る
紹
介
へ
と
展
開
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
漁
夫
争
奪
戦
が
展
開
さ

玉

真
之
介

れ
た
出
稼
ぎ
人
有
利
の
需
給
関
係
か
ら
、
恐
慌
に
よ
り
出
稼
ぎ
口

が
急
減
し
、
出
稼
ぎ
人
に
は
不
利
な
需
給
関
係
へ
の
展
開
と
重
な
っ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
募
集
方
法
の
あ
る
意
味
で
の
近
代
化
は
、
経
済
的

弱
者
で
あ
る
出
稼
ぎ
人
を
保
護
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る

が
、
他
方
で
は
、
そ
う
し
た
行
政
介
入
に
よ
り
出
稼
ぎ
は
青
森
県

の
農
山
漁
村
の
経
済
社
会
に
よ
り
一
段
と
強
固
に
ピ
ル
ド
イ
ン
さ

れ
、
戦
後
の
出
稼
ぎ
県
と
し
て
の
体
制
を
準
備
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
も
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
漁
業
出
稼
ぎ
に
お
け
る
募
集
方
法
の
変

化
を
た
ど
り
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
の

活
動
を
紹
介
し
た
い
。
昭
和
五
年
に
青
森
市
に
開
設
さ
れ
た
青
森

地
方
職
業
紹
介
事
務
局
は
、
単
に
青
森
県
だ
け
で
は
な
く
、
北
海

道
・
東
北
六
県
を
管
轄
す
る
広
域
機
関
で
あ
り
、
昭
和
十
一
年
ま

で
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
季
節
的
移
動
労
働
者

の
職
業
紹
介
事
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
広
域
を
対
象
と
す
る
機
関
が
青
森
市
に
置
か
れ
た
こ
と

は
稀
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
青
森
市
の
歴
史
に
記
録
と
し
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て
残
す
べ
き
対
象
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
前
期
の
青
森
県
に
お
け
る
出
稼
ぎ
の
特
質

(
1
)
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
青
森
県
出
稼
ぎ
の
特
徴

中
島
(
一
九
三
五
)
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
「
東
北
問
題
特
輯
」

と
銘
打
っ
た
「
社
会
政
策
時
報
』
一
七
四
号
で
あ
る
。
こ
の
特
集

は
、
昭
和
九
年
に
東
北
地
方
を
襲
っ
た
冷
害
凶
作
に
よ
る
飢
鐘
が

契
機
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
東
北
問
題
が
政
治
問
題
化
し
た
こ
と

を
受
け
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
論
考
の

中
で
も
特
に
重
要
な
の
は
、
上
田
貞
次
郎
・
小
田
橋
貞
寿
に
よ
る

「
人
口
統
計
よ
り
観
た
る
東
北
地
方
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
東

北
地
方
の
「
異
常
に
高
き
人
口
自
然
増
加
率
」
「
移
住
の
少
な
き

こ
と
、
東
北
農
民
の
不
動
性
」
な
ど
が
人
口
統
計
か
ら
分
析
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
東
北
地
方
に
お
け
る
「
異
常
に
高
き
人
口
自
然
増
加
率
」

の
問
題
は
、
こ
の
時
期
に
東
北
地
方
の
農
業
問
題
を
解
く
一
つ
の

鍵
に
な
る
こ
と
は
、
別
稿
に
お
い
て
も
強
調
し
た
が
(
玉
、
一
九

九
九
)
、
出
稼
ぎ
を
考
え
る
場
合
も
最
初
に
踏
ま
え
る
べ
き
点
で

あ
る
。
実
際
、
中
島
(
一
九
三
五
)
も
、
論
文
の
冒
頭
で
こ
の
人

口
増
加
問
題
に
触
れ
、
「
農
業
が
真
に
必
要
と
す
る
程
度
以
上
に

余
剰
な
る
労
力
が
其
処
に
固
着
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
」
こ
と
、
一

毛
作
に
し
て
農
閑
期
が
甚
だ
長
い
こ
と
、
「
而
も
農
閑
期
に
適
当

な
る
副
業
を
欠
け
る
こ
と
」
な
ど
か
ら
、
「
今
日
の
所
差
当
り
他

地
方
へ
の
移
住
出
稼
が
其
の
「
窮
乏
』
を
僅
か
な
り
と
も
緩
和
す

る
上
に
必
要
な
る
」
と
分
析
し
て
い
る
(
一
九
六
j

八
ペ
ー
ジ
)

0

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実

的
に
は
東
北
地
方
の
出
稼

ぎ

が

時

期

的

に

い

っ

て

/
O

「
農
閑
期
に
於
け
る
余
剰
労

J

働
力
の
消
化
に
寧
ろ
余
り
人

役
立
っ
て
居
ら
ぬ
」
(
一
九
位

八
ペ
ー
ジ
)
点
を
問
題
と
単

し
て
指
摘
し
て
い
た
。

さ
て
、
中
島
が
利
用
し
合

た
資
料
は
、
中
央
職
業
紹
割

介
事
務
局
が
昭
和
三
年
か
初

ら
隔
年
で
行
な
っ
た
調
査
る

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
道
帥

府
県
に
対
し
て
調
査
を
依
に一玉一

頼
し
た
も
の
で
、
末
端
で
到

の
調
査
方
法
は
多
様
だ
が
、
は

「
大
体
市
町
村
を
し
て
調
査
者

に
当
た
ら
し
め
て
い
る
」
引
い

も
の
で
あ
る
。
中
島
が
利
出

用
し
た
の
は
、
そ
の
内
の
恥

昭
和
三
年
、
昭
和
五
年
・
森

昭
和
七
年
及
び
そ
れ
以
前
青

に
行
わ
れ
た
大
正
十
四
年
ー

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
昭

5

和
九
年
・
昭
和
十
一
年
を

追
加
し
て
、
そ
の
後
の
推

男 女 合計 順位

昭和3年 15，764(2.91) 1，407(0.39) 17，173 ( 1. 90) 22 

昭和5年 21，834( 4.57) 1，043(0.35) 22，877(2.96) 9 

昭和7年 21，141(3.82) 665 (0.19) 21，806(2.41) 17 

昭和9年 20，558( 3.56) 1，148(0.28) 21，706(2.15) 16 

昭和11年 33，369(4.32) 4，030(0.88) 37，399( 3.08) 9 

注)中島 (1935)・社会局社会部 (1937)・厚生省職業部 (1939) より。
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移
を
補
っ
た
。

表

1
は
、
青
森
県
の
出
稼
ぎ
数
の
推
移
と
そ
の
全
国
に
占
め
る

比
率
、
そ
し
て
道
府
県
別
に
み
た
順
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
と
な
る
第
一
の
点
は
、
青
森
県
の
「
出
稼
ぎ

が
音
山
想
外
に
振
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
」
(
二

O
一
ペ
ー
ジ
)
と
い
う

点
で
あ
る
。
昭
和
七
年
を
例
と
す
れ
ば
、
二
万
一

0
0
0
人
と
い

う
数
は
、
全
国
一
位
の
広
島
県
(
八
万
七

0
0
0
人
)
、
二
位
の
新

潟
県
(
八
万
一

0
0
0
人
)
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
三
万
人
を
越
え

る
茨
城
・
鹿
児
島
・
石
川
・
富
山
・
島
根
の
諸
県
と
も
聞
き
が
あ

る
。
た
だ
し
、
岐
阜
県
(
一
二
位
)
・
千
葉
県
(
一
三
位
)
・
大
分
県

(
一
四
位
)
・
岡
山
県
(
一
五
位
)
・
長
野
県
(
一
六
位
)
と
は
僅
差
で
、

こ
れ
が
昭
和
五
年
と
昭
和
十
一
年
に
順
位
が
大
き
く
上
昇
す
る
一

つ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
北
の
他
の
五
県
と
比
較
す
る
と
、

秋
田
県
(
一
万
七

0
0
0
人
、
二
一
位
)
・
岩
手
県
(
一
万
二

0
0
0人、

二
九
位
)
・
福
島
県
(
九

0
0
0
人
、
三
六
位
)
・
山
形
県
(
七

0
0
0

人
、
四
二
位
)
・
宮
城
県
(
五

0
0
0
人
、
四
五
位
)
と
比
べ
れ
ば
圧

倒
的
に
多
く
、
東
北
地
域
で
は
最
大
の
出
稼
ぎ
県
で
あ
っ
た
。
な

お
、
青
森
と
秋
田
の
両
県
は
、
出
稼
ぎ
に
関
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
面

で
似
通
っ
た
特
徴
を
示
す
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

第
二
の
特
徴
は
、
男
女
間
の
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
換
言
す

る
と
女
子
出
稼
ぎ
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
全
国
総
数
の

男
女
比
は
、
ど
の
年
も
お
お
よ
そ
男
六
対
女
四
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
男
子
が
常
に
九
割
を
こ
え
る
青
森
県
の
男
子
出
稼
ぎ
へ

の
偏
り
は
全
国
で
も
際
だ
っ
て
い
る
(
秋
田
県
も
同
じ
)
。
そ
し
て
、

男
子
だ
け
の
出
稼
ぎ
数
を
取
り
出
す
と
、
例
え
ば
昭
和
五
年
に
は

新
潟
県
・
鹿
児
島
県
に
次
い
で
第
三
位
、
昭
和
十
一
年
で
は
新
潟

県
に
次
い
で
二
位
と
な
る
な
ど
、
全
国
屈
指
の
出
稼
ぎ
県
と
な
る
。

つ
ま
り
、
出
稼
ぎ
総
数
に
お
け
る
予
想
外
の
結
果
は
、
西
日
本
の

諸
県
に
見
ら
れ
る
紡
績
業
な
ど
へ
の
女
子
出
稼
ぎ
が
極
端
に
少
な

い
た
め
で
あ
り
、
男
子
に
つ
い
て
は
全
国
有
数
の
は
出
稼
ぎ
県
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

続
く
第
三
の
特
徴
は
、

表
2
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

単位:人、%

水産業 林業 工業 その他 合計

昭和 3年 11，684(68.0) 1，469( 8.6) 930( 5.4) 3，090(18.0) 17，173 ( 100 ) 

昭和 5年 16，040(70.1) 927( 4.1) 448( 2.0) 5，462(23.9 ) 22，877(100) 

昭和 7年 17，714(81.2) 1，164( 5.3) 519( 2.4) 2，409(11.0) 21，806 (100) 

昭和 9年 17，856(82.3) 1，642( 7.6) 758( 3.5) 1，450( 6.7) 21，706 (100) 

昭和11年 26，134(69.9) 2，518( 6.7) 2，799( 7.5) 5，948( 15.9) 37，399(100 ) 

職業別に見た出稼ぎ人数の推移表2

注)表 1に同じ。

単位:人、%

北海道 樺太 カムチャ、yカ千島 東京 神奈川 その他 合計

昭和7年(人数) 12.050 3.125 4，747 524 373 135 852 21.806 
(比率) 55.3 14.3 21.8 2.4 1.7 0.6 3.9 100 

昭和9年(人数) 15，717 2，560 1.554 163 383 267 1，062 21，706 
(比率) 72.4 11.8 7.2 0.7 1.8 1.2 4.9 100 

昭和11年(人数) 19，489 5.651 4.428 1，666 742 5，423 37.399 
(比率) 52.1 15.1 11.8 4.5 2.0 14.5 100 

行き先別に見た出稼ぎ人数の推移表3

職
業
別
に
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見
て
出
稼
ぎ
が
水
産
業
に
極
端
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
昭
和
七

年
・
昭
和
九
年
は
水
産
業
は
八
割
を
越

え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
表

3
の
出
稼
ぎ

先
が
北
海
道
・
樺
太
・
露
領
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
・
千
島
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
と
も

表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
昭
和
七
年
・
昭

和
九
年
で
は
、
以
上
の
四
地
域
の
合
計

が
九
割
を
こ
え
て
お
り
、
昭
和
十
一
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
東
京
・
神
奈
川
、

そ
の
他
の
方
面
へ
の
出
稼
ぎ
が
増
え
始

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
の
青
森
県

に
お
け
る
出
稼
ぎ
は
、
北
海
道
・
樺
太

方
面
へ
向
け
た
男
子
の
漁
業
出
稼
ぎ
に
'

集
中
す
る
と
い
う
際
だ
っ
て
特
徴
的
な
収少』

も
の
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
間

あ

る

。

矧

(
2
)
出

稼

ぎ

の

担

い

手

峨

こ
の
よ
う
な
出
稼
ぎ
は
、
誰
に
よ
っ
和

て
担
わ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
附

い
て
は
、
戦
後
の
農
家
出
稼
ぎ
の
イ
メ

i
制

ジ
か
ら
農
業
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
漁

た
と
安
易
に
想
像
し
や
す
い
。
し
か
し
、
8
斗

先
に
引
用
し
た
中
島
(
一
九
三
五
)
が
表

指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
漁
業
出
稼
、
ぎ

出稼ぎ先 漁種 出稼ぎ期間 出稼ぎ日数
一週間の普通所得 前渡金

船頭 下船頭 漁夫 雑夫 最高 最低 普通

北海道 南東 3 月 ~6 月 120日 300円 200 100 50 250 50 90 
樺 太 練鮭鱒 4 月 ~8 月 120日 250 180 115 90 200 70 100 
カムチャッカ 蟹鮭鱒 5 月 ~9 月 130日 300 200 120 100 250 70 100 
サカレン島 鮭鱒 6月 ~11 月 180日 300 170 130 100 250 60 100 
エトロフ 骨尊 6月 ~11 月 140日 100 90 70 90 
露領沿海州 蟹鮭鱒 4 月 ~9 月 120日 300 120 110 120 70 90 

の
出
稼
ぎ
期
間
は
農
閑
期
で
は
な
く
、
む
し
ろ
春
先
の
農
繁
期
で

あ
っ
た
。
表
4
は
、
青
森
県
出
稼
組
合
連
合
会
に
よ
る
昭
和
二
年

に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
る
が
、
出
稼
ぎ
期
間
は
北
海
道
で
こ
そ
三

月
か
ら
六
月
と
い
う
春
先
に
止
ま
る
が
、
そ
の
他
は
春
先
か
ら
秋

本業別漁業出稼ぎ者数の地域分布(昭和2年)

農業者 漁業者 商工業他 合計
その

東津軽郡 738 1，066 78 1，882 

西津軽郡 1.524 660 108 2，292 

中津軽郡 108 59 27 194 

南津軽郡 809 96 55 960 

j七津軽郡 221 426 21 668 

上北郡 2，718 1，811 129 4，658 

下北郡 191 806 59 1.056 

三戸郡 1.111 1，443 490 3，044 

ム口 計 7，420 6，367 967 14，754 

表 5

注)1.表4に同じ
2.原資料は、町村の数字のみで郡別の合計はな
い。また、各項の数字の合計が町村の合計と

A致しなし、町村が2， 3あるため、総合計は

項目数毎の数字の総計を出した。
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に
か
け
て
の
農
繁
期
と
ま
っ
た
く
重
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
漁
業
出
稼
ぎ
の
主
な
る
担
い
手
は
農
業
者
で
は
な
く
、

漁
業
を
本
業
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

し
か
し
、
当
時
の
文
献
の
中
に
、
「
本
県
ノ
農
家
経
済
ヲ
見
ル

ニ
主
ト
シ
テ
地
主
自
作
農
ハ
米
、
平
果
藁
工
品
ヲ
生
産
シ
小
作
人

ハ
米
ノ
生
産
北
洋
漁
場
ノ
出
稼
等
ヲ
以
テ
生
計
ヲ
維
持
シ
来
リ
」

(
農
林
省
農
務
局
、
一
九
三
二
、
一
七
ペ
ー
ジ
)
と
い
っ
た
指
摘
も

あ
り
、
出
稼
ぎ
の
担
い
手
が
農
業
者
と
峻
別
さ
れ
た
漁
業
者
だ
け

で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
で
農
業
者
・
漁
業
者
別

に
出
稼
ぎ
者
数
を
示
し
た
貴
重
な
資
料
が
表

5
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
昭
和
二
年
当
時
の
漁
業
出
稼
ぎ
は
、
農
業
者
と

注)青森県出稼組合連合会(不明)より



漁
業
者
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
り
、
商
工
業
そ
の
他
も
一

0
0
0
人
近

く
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
域
別
に
見
る
と
、
西
津
軽
郡
と
上
北

郡
で
農
業
者
が
多
く
、
東
津
軽
郡
と
上
北
郡
・
三
戸
郡
で
漁
業
者

が
多
い
。
こ
の
農
業
者
と
漁
業
者
の
割
合
は
町
村
単
位
で
か
な
り

か

っ

ち

偏
っ
て
お
り
、
農
業
者
の
多
い
町
村
は
、
上
北
郡
の
甲
地
村
(
五

O
一
人
)
、
天
間
林
村
(
四
二
八
人
)
、
野
辺
地
町
(
四
四
二
人
)
、

東
津
軽
郡
奥
内
村
(
三

O
八
人
)
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
西
津
軽

郡
の
町
村
は
、
一

O
O
人
か
ら
二

O
O
人
の
聞
の
町
村
が
七
町
村

と
ま
ん
べ
ん
な
く
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
漁
業
者
の
多
い
町
村

は
、
上
北
郡
三
沢
村
(
二
二
四
人
)
、
三
戸
郡
湊
村
(
一
一
四
八

人
)
、
下
北
郡
大
畑
村
(
四
七
五
人
)
、
東
津
軽
郡
平
舘
村
(
四
一

四
人
)
な
ど
、
農
業
者
よ
り
も
特
定
の
港
町
に
集
中
し
て
分
布
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
商
工
業
者
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一
二
戸
郡
八

戸
町
(
一
七
五
人
)
、
市
川
村
(
一
三

O
人
)
が
際
だ
っ
て
多
い
町

村
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
的
に
見
る
と
、
女
子
の
総
数
は
一
四
八

人
で
、
や
は
り
全
体
の
一
割
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
漁
業
出
稼
ぎ
者
は
、
半
ば
近
く
は

沿
岸
部
に
位
置
す
る
町
村
の
漁
業
者
を
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
ほ
ぼ
半
数
は
東
津
軽
郡
・
西
津
軽
郡
・
中
津
軽
郡
・
上
北

郡
・
三
戸
郡
等
に
広
く
分
布
す
る
町
村
の
農
業
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
船
頭
・
下
船
頭
等
は
漁
村
の
漁
業
を
本

業
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
者
は
主
に
漁
夫
や
雑
夫
と
い
わ
れ

る
部
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
期
間
が
農
繁
期
と
重

な
る
と
い
う
特
徴
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
農
業
者
の
場
合
も
耕
作

面
積
の
極
め
て
小
さ
い
小
作
農
家
ゃ
そ
う
し
た
農
家
の
次
三
男
層

が
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
練
漁
業
と
出
稼
ぎ
労
働
の
実
態

(
1
)
北
海
道
鯨
漁
業
と
出
稼
ぎ
労
働

こ
こ
で
は
、
北
海
道
庁
(
一
九
三
二
)
と
東
京
地
方
職
業
紹
介

事
務
局
(
一
九
二
五
)
の
二
つ
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
漁

業
出
稼
ぎ
の
太
宗
で
あ
っ
た
北
海
道
練
漁
業
の
実
態
を
見
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
(
以
下
、
引
用
に
つ
い
て
は
、
前
者
を
北
海
道
、
後

者
を
東
京
と
し
て
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
)
。

ま
ず
、
練
漁
業
の
産
業
的
位
置
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
水
産
業

の
「
生
産
総
額
実
ニ
一
億
二
千
万
円
ニ
達
シ
本
邦
水
産
総
額
約
四

億
円
ニ
対
シ
四
分
ノ
一
ヲ
占
メ
道
内
産
業
ト
シ
テ
第
三
位
タ
リ
」

単位:人、%

荷台 頭 下船頭 漁夫 合計

北海道 653(43.0) 602(39.5) 12，413(36.7) 13，668(37.1) 

青森県 607(40.0 ) 634(41.6) 14，594(43.1) 15，835(43.0) 

秋田県 201(13.2) 215(14.1) 5，276(15.6) 5，692(15.4) 

岩手県 46( 3.0) 63( 4.1) 1，389( 4.1) 1，498( 4.1) 

宮城県 21( 0.1) 21( 0.1) 

新潟県 l( 0.1) l( 0.1) 4( 0.0) 6( 0.0) 

富山県 7( 0.5) 7( 0.5) 102( 0.3) 116( 0.3) 

石川県 3( 0.2) 2( 0.1) 25( 0.1) 30( 0.1) 

福井県 1( 0.0) l( 0.0) 

合計 1 ，518( 100) 1，524(100) 33，825(100) 36，867(100) 

-5-

北海道練漁業労働者の出身地

注)北海道庁(1923)より。

表6



(
東
京
、
三
ペ
ー
ジ
)
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
「
練
ハ
本
道
漁
獲
物
中
ノ
太
宗
ニ
人

シ
テ
主
要
水
産
物
総
価
格
ノ
四
割
六

t

分
ヲ
占
ム
」
(
同
)
と
あ
る
よ
う
に
、
単

練
漁
業
は
当
時
の
北
海
道
に
お
け
る

主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
が
、
東
北
・

北
海
道
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
で
あ
っ

た
。
表

6
は
、
練
漁
業
労
働
者
の
出
身

地
別
の
数
字
で
あ
る
が
、
青
森
県
が

最
大
の
供
給
地
で
全
体
の
四
三
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
次
に
北
海
道
内
、

そ
し
て
秋
田
県
・
岩
手
県
と
い
う
順

番
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、

北
海
道
の
鯨
漁
業
を
青
森
県
か
ら
の

出
稼
ぎ
者
が
実
質
的
に
担
っ
て
い
た

E

駒
山

こ

と

が

見

て

取

れ

る

。

動

漁
期
、
及
び
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
明

す
で
に
前
項
で
見
た
の
で
、
こ
こ
で
措

は
青
森
県
出
稼
ぎ
者
の
就
業
地
に
つ
醜

い
て
見
る
と
、
表

7
の
よ
う
に
日
本
一
時

海
及
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
沿
青

岸
町
村
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
し

か
も
、
船
頭
と
下
船
頭
は
ほ
ぼ
同
数
、
表

ま
た
漁
夫
も
船
頭
数
と
強
い
相
関
を

船頭 下船頭 漁夫 合計

留萌支庁 64 63 1，253 1，380 

後志支庁 319 339 8，073 8.731 

宗谷支庁 161 176 4，270 4，607 

網走支庁 5 4 66 75 

石狩支庁 58 52 932 1，042 
ムCJ、 言十 607 634 14，594 15，835 

注)表6に同じ

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
実
際
の
漁
業
形
態
は
、
産
卵
の
た
め
の
群
来
す
る
練
を
待
っ

て
沿
岸
部
で
建
網
を
使
っ
て
捕
獲
す
る
の
が
一
般
的
で
(
「
総
水

揚
高
ノ
七
割
以
上
ハ
建
網
」
(
東
京
、
五
ペ
ー
ジ
)
)
、
建
網
一
統
に
つ

き
川
崎
船
七
隻
が
通
常
の
構
成
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漁
労
操
作
に

つ
い
て
は
、
一
般
に
夕
刻
時
に
群
来
す
る
の
を
船
頭
が
見
極
め
、

建
網
へ
追
い
込
ん
だ
練
を
九
か
ら
一
一
人
が
乗
り
込
ん
だ
保
津
船

と
い
わ
れ
る
運
搬
船
で
沿
岸
へ
運
び
陸
揚
げ
し
、
そ
れ
を
地
元
か

ら
集
ま
っ
た
モ
ッ
コ
を
背
負
っ
た
女
な
ど
が
廊
下
と
い
わ
れ
た
納

屋
に
運
ぶ
作
業
が
夜
中
か
ら
行
わ
れ
た
。
一
回
の
沖
揚
げ
は
二
時

間
ほ
ど
で
終
わ
る
が
、
い
つ
時
化
る
と
も
知
れ
ぬ
天
候
を
気
遣
い

な
が
ら
保
津
船
か
ら
の
陸
揚
げ
が
間
断
な
く
続
き
、
豊
漁
の
時
に

は
三
日
三
晩
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
(
問
、
六
ペ
ー
ジ
)
。

こ
の
よ
う
に
実
際
の
漁
労
操
作
は
、
機
械
力
の
応
用
困
難
な
人

力
作
業
で
、
し
か
も
短
期
日
に
集
中
し
、
し
ば
し
ば
船
頭
の
長
年

の
勘
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
回
の
群
来
が
終
わ
る
と
一

週
間
程
度
は
、
群
来
は
予
想
さ
れ
ず
、
そ
の
聞
に
漁
夫
は
船
か
ら

下
り
て
網
の
補
修
や
そ
れ
以
上
に
生
産
物
の
加
工
作
業
に
従
事
し

た
。
生
産
物
の
第
一
は
搾
粕
肥
料
で
、
小
樽
よ
り
伏
木
・
大
阪
方

面
へ
と
移
出
さ
れ
る
(
東
京
、
八
ペ
ー
ジ
)
。
一
方
、
副
産
物
の
練

油
は
、
工
業
用
と
し
て
神
戸
・
大
阪
・
横
浜
・
東
京
方
面
へ
移
出

さ
れ
た
。
食
用
に
因
さ
れ
る
も
の
も
多
く
、
食
料
品
と
し
て
は
、

身
欠
練
・
数
の
子
・
塩
蔵
練
・
薫
製
・
背
割
練
・
二
つ
割
練
な
ど

が
あ
っ
た
(
向
上
)
。

以
上
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
北
海
道
の
練
漁
業
は
、
沿
岸
町

村
に
広
く
分
布
す
る
も
の
で
、
船
・
網
・
納
屋
・
加
工
施
設
な
ど
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の
資
本
の
程
度
も
知
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
大
小
様
々
で
あ
っ

た
と
は
い
え
同
族
経
営
程
度
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
建
網
一
統
に

対
す
る
標
準
的
労
働
構
成
は
、
船
頭
一
人
に
漁
夫
二
七
人
、
そ
れ

に
炊
事
夫
一
人
、
帳
場
一
人
、
陸
揚
げ
一
人
の
こ
二
人
で
、
あ
と

は
そ
の
時
に
応
じ
て
周
辺
か
ら
の
臨
時
雇
い
で
補
充
す
る
と
い
う

程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
十
二
年
の
北
海
道
庁
の
調
査
で
は
、

道
内
三
四
村
の
経
営
者
数
は
一

O
二
二
人
、
建
網
数
は
一
六
五
九

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
経
営
体
当
た
り
建
網
一
か
ら
二
統
程
度

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
練
漁
業
の
経
営
者
に
と
っ

て
は
、
優
秀
な
漁
業
労
働
者
の
確
保
は
様
々
な
意
味
で
死
活
的
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

(
2
)
出
稼
ぎ
漁
夫
の
募
集
形
態
と
給
料
支
払
い

北
海
道
庁
が
こ
の
よ
う
な
調
査
を
実
施
し
た
理
由
に
関
し
て
は
、

こ
う
し
た
出
稼
ぎ
者
の
募
集
が
「
各
事
業
主
又
は
経
営
者
の
募
集

に
任
せ
て
雇
主
と
労
働
者
間
に
確
な
る
職
業
紹
介
の
施
設
な
き
た

め
一
雇
主
は
募
集
に
多
額
の
費
用
を
投
し
て
而
も
困
難
を
感
じ
反
面

に
は
多
数
労
働
者
中
に
は
二
重
三
重
に
身
売
り
し
て
前
借
金
を
詐

取
す
る
者
或
は
不
良
周
旋
屋
の
手
に
か
か
り
て
浮
目
を
見
る
も
の

な
ど
少
な
か
ら
ざ
る
等
弊
害
続
出
の
有
様
に
て
」
と
「
序
説
」
に

あ
る
。
一
応
最
後
に
不
良
周
旋
屋
に
よ
る
出
稼
ぎ
漁
夫
の
問
題
に

触
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
重
点
は
む
し
ろ
募
集
費
用
の
騰
貴
や
二

重
、
三
重
に
前
渡
金
を
か
す
め
取
る
漁
夫
対
策
に
あ
っ
た
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

当
時
の
募
集
の
形
態
は
、
①
経
営
者
自
身
若
し
く
は
代
人
出
張

し
て
雇
入
る
も
の
、
②
船
頭
に
雇
入
れ
方
一
切
を
託
す
も
の
、
③

口
入
れ
業
者
に
託
し
て
募
集
す
る
も

の
、
④
そ
の
他
の
も
の
(
永
年
の
雇
%

用
関
係
か
ら
毎
年
漁
期
に
自
ら
経
営
者
人

の
下
に
赴
く
も
の
な
ど
)
の
四
つ
の
形

L

態
が
あ
り
、
青
森
県
の
数
字
を
示
せ
単

ば
表

8
の
よ
う
に
、
①
の
形
態
が
七

割
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
形

態
が
支
配
的
と
な
る
理
由
に
つ
い
て

同
調
査
は
、
「
各
経
営
者
の
漁
場
状

況
を
十
分
に
知
悉
し
た
る
漁
夫
に
し

て
而
も
能
力
優
秀
且
人
物
善
良
な
る

も
の
を
雇
入
る
」
が
緊
要
で
あ
る
が
、

「
本
道
の
漁
場
を
し
ら
さ
る
に
拘
ら

す
知
悉
せ
る
が
如
く
偽
踊
せ
む
と
す

る
も
の
等
あ
り
為
に
人
物
詮
衡
を
厳

密
に
」
す
る
た
め
と
し
て
い
る
。
労

働
者
の
善
し
悪
し
が
経
営
に
と
っ
て
)

死
命
を
征
す
る
点
で
あ
る
だ
け
に
、
一
向

経
営
者
自
身
又
は
信
頼
の
置
け
る
代
清

人
が
直
接
に
選
考
す
る
必
要
が
あ
っ
一
泊

た
の
で
あ
る
(
北
海
道
、
二
八
ペ
ー
ジ
)
。
恥

こ
う
し
て
「
毎
年
早
き
は
十
一
月
嫁

下
旬
遅
き
も
十
二
月
上
旬
に
は
経
営
漁

者
若
は
代
人
が
各
々
募
集
地
に
出
張

し
て
十
二
月
末
乃
至
一
月
末
頃
迄
滞
剥

在
し
て
募
集
に
努
む
る
な
り
」
(
同
、

船頭 下船頭 漁夫 ムロ、 きロ牛l 参 考

経営者自信若は代理人出張して 398(65.6) 446(70.3) 10，264(70.3) 11，108(70.1) (71.2 ) 

船頭に雇入方一切を託す 105( 17.3) 108(17.0) 2，481(17.0) 2，694(17.0) (17.1) 

口入れ業者に託す 49( 8.1) 35( 5.5) 1，055( 7.2) 1，139( 7.2) ( 5.3) 

そ の 他 55( 9.1) 45( 7.1) 794( 5.4) 894( 5.6) ( 6.4) 

ム口、 計 607(100) 634(100) 14，594(100 ) 15，835(100) (100) 
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注)1.表6に同じ
2.参考の欄は、府県からの募集合計の比率



二
九
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
。
な
お
、
「
青
森
県
下
に
は
従
来
よ
り
漁

夫
募
集
周
旋
屋
あ
り
一
、
二
を
挙
く
れ
は
御
所
河
原
町
に
越
屋
多

助
、
一
戸
反
助
、
漁
夫
募
集
合
資
会
社
其
他
二
、
三
あ
り
弘
前
市

に
は
三
上
某
、
桜
庭
百
助
其
他
黒
石
村
に
は
岡
崎
某
等
あ
り
」

(
同
)
と
も
あ
る
。

次
に
、
給
料
の
支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
毎
年
十
二
月
中
募

集
契
約
成
立
と
同
時
に
九
割
五
分
乃
至
十
割
を
前
渡
す
、
漁
夫
は

此
の
前
渡
金
に
依
り
て
年
越
を
な
し
正
月
を
迎
ふ
る
か
如
き
状
態

な
る
か
為
勢
安
く
と
も
契
約
に
応
す
る
傾
向
あ
る
と
経
営
者
側
よ

り
す
れ
ば
約
四
ヶ
月
に
前
渡
を
な
す
か
故
に
金
利
を
考
慮
せ
ざ
る

へ
か
ら
す
是
給
料
の
低
廉
な
る
重
要
な
理
由
と
認
め
ら
れ
る
」

(
問
、
四
二
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
前
渡
金
へ
の
依
存

が
給
料
低
廉
ペ

l
ジ
の
一
つ
の
根
拠
で
あ
っ
た
が
、
出
稼
ぎ
者
の

側
で
も
「
急
速
に
契
約
を
為
さ
す
巧
に
給
料
の
釣
上
策
を
講
す
る

を
以
て
勢
競
争
を
免
れ
す
、
・
・
・
何
等
か
の
名
目
の
下
に
割
増

を
附
し
て
漸
く
雇
い
入
る
有
様
な
り
」
(
問
、
二
九
ペ
ー
ジ
)
と
も

あ
る
。
な
お
、
就
業
期
間
中
の
賄
い
は
す
べ
て
経
営
者
負
担
で
、
こ
の

ほ
か
に
、
「
九
一
」
と
称
し
て
、
漁
夫
の
勤
怠
成
績
に
応
じ
て
賞

与
と
し
て
分
配
す
る
制
度
や
大
漁
の
年
は
特
別
手
当
を
九
一
の
ほ

か
に
渡
す
こ
と
も
あ
る
。
「
其
他
慣
例
と
し
て
安
着
祝
(
餅
三
合
、

又
は
赤
飯
三
合
酒
一
合
位
)
網
卸
し
祝
(
酒
五
合
、
餅
五
合
、
又
は

素
麺
三
把
位
)
廊
下
祝
(
酒
四
合
、
餅
三
合
、
又
は
赤
飯
三
合
位
)

切
揚
祝
(
酒
五
合
、
素
麺
三
把
位
)
等
の
祝
宴
を
催
す
」
(
同
)
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
契
約
で
は
あ
っ
た
が
、
先
の
二
重
三
重
に
契
約
を

す
る
も
の
に
加
え
、
前
渡
金
を
得
て
後
に
逃
亡
す
る
も
の
、
違
約

す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
総
計
三
万
六
、
八
六
七

人
に
対
し
て
、
逃
亡
者
・
違
約
者
は
六
六
一
人
(
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の
五
五
三
人
は

道
内
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
で
、
青
森
県
か
ら
は
七
九
名

(
0
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
)
に
過
ぎ
ず
、
む
し
ろ
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
で

も
、
「
無
頼
ノ
徒
ハ
一
雇
主
ニ
対
シ
借
倒
シ
、
逃
亡
、
違
約
等
ヲ
敢

テ
為
シ
大
正
十
三
年
調
ニ
ヨ
レ
バ
実
ニ
漁
場
各
所
ニ
亘
リ
百
三
十

四
人
損
害
総
額
三
千
八
百
八
十
一
円
ニ
達
セ
リ
」
(
東
京
、
二
ペ
ー

ジ
)
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
近
時
内
地
諸
産
業
勃
興
ノ
タ
メ
、
労

銀
従
テ
高
騰
、
ン
、
彼
等
ノ
収
入
亦
昔
日
ノ
比
二
非
ザ
ル
ヲ
以
テ
漁

夫
及
雑
夫
ノ
欠
乏
ヲ
訴
ヘ
、
給
料
前
渡
金
亦
高
値
ヲ
唱
ヘ
テ
雇
庸

ニ
応
ス
ヘ
ク
モ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
故
ニ
経
営
者
側
ニ
於
テ
前
貸
金
ノ
暴

騰
ト
経
営
者
間
ノ
労
務
者
募
集
戦
ト
ヲ
避
ケ
ン
ト
テ
努
メ
タ
リ
シ

モ
、
体
勢
既
ニ
如
何
ト
モ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
」
(
問
、
一
五
ペ
ー
ジ
)

と
あ
る
よ
う
に
、
漁
夫
の
募
集
は
経
営
者
に
と
っ
て
一
段
と
困
難

を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
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出
稼
者
供
給
組
合
に
よ
る
漁
夫
紹
介

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
ま
ず
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
の
は

練
漁
業
を
主
要
な
産
業
と
す
る
北
海
道
庁
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
北
海
道
庁
ハ
大
正
十
二
年
七
月
内
務
省
ニ
於
ケ
ル
社
会
課
長
会

議
ニ
於
テ
特
種
ノ
紹
介
機
関
ヲ
設
置
シ
テ
、
練
漁
業
労
働
者
ノ
需

給
調
節
ヲ
図
ル
ノ
急
務
ナ
ク
コ
ト
ヲ
告
ゲ
、
引
続
キ
一
道
九
県
ノ

主
務
課
長
会
議
開
カ
レ
、
各
県
ト
モ
詳
細
ナ
ル
調
査
ヲ
為
シ
改
メ



テ
協
議
ス
ル
コ
ト
ニ
打
合
セ
タ
リ
」
(
東
京
、
一
七
ペ
ー
ジ
)
と
あ

る
よ
う
に
、
北
海
道
庁
は
内
務
省
社
会
局
が
進
め
て
き
た
職
業
紹

介
事
業
に
対
し
て
練
漁
業
に
対
す
る
特
別
の
対
策
を
求
め
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
内
務
省
社
会
局
が
進
め
て
き
た
職
業
紹
介

事
業
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
反
動
恐
慌
に
よ
っ
て
生
じ
た
都
市
失

業
者
を
主
な
る
対
象
と
し
た
事
業
で
あ
る
た
め
に
、
農
村
部
の
出

稼
ぎ
労
働
者
は
全
く
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
北
海
道
庁

(
一
九
二
三
)
の
「
序
説
」
に
も
、
下
記
の
よ
う
に
そ
の
問
題
が

明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

「
か
く
て
我
国
は
職
業
問
題
に
就
い
て
種
々
施
設
改
善
を
加
え
職

業
紹
介
法
を
施
行
し
社
会
局
に
職
業
課
を
設
け
中
央
職
業
紹
介
事

務
局
、
東
京
、
大
阪
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
の
外
全
国
各
地
に
職

業
紹
介
所
を
設
置
し
て
之
が
活
動
を
促
し
将
来
の
施
設
見
る
べ
き

も
の
あ
ら
ん
と
す
翻
っ
て
本
道
の
現
況
は
函
館
、
小
樽
、
札
幌
、

釧
路
の
各
市
に
五
カ
所
の
職
業
紹
介
所
を
設
置
し
た
り
と
雄
も
其

の
事
業
成
績
不
振
を
免
れ
ざ
る
は
極
め
て
遺
憾
の
事
に
し
て
之
が

原
因
種
々
あ
る
べ
し
と
難
も
就
中
主
要
な
る
理
由
は
季
節
的
移
動

労
働
者
の
職
業
紹
介
に
関
し
て
何
等
画
策
す
る
事
な
き
に
よ
る
も

の
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
(
一
ペ
ー
ジ
)

0

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
問
題
は
第
一
に
、
職
業
紹
介
所

が
都
市
に
設
置
さ
れ
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
出
稼
ぎ
者
の
職
業
紹

介
に
は
役
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
は
、
年
の
暮
れ
か
ら

正
月
に
集
中
す
る
季
節
的
な
移
動
労
働
者
に
対
す
る
特
別
の
対
応

策
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
北
海
道
庁
が

強
く
要
望
し
た
の
は
、
「
北
海
道
対
東
北
諸
県
ヲ
地
域
ト
ス
ル
季

節
的
職
業
紹
介
機
関
設
置
」
(
東
京
、
一
八
ペ
ー
ジ
)
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
北
海
道
庁
の
要
請
と
関
係
各
道
県
に
よ
る
調
査
・
協

議
の
結
果
、
最
初
の
対
応
策
と
し
て
大
正
十
三
年
に
出
さ
れ
た
も

の
は
、
季
節
的
職
業
紹
介
機
関
で
は
な
く
、
[
資
料
]
の
よ
う
に

出
稼
漁
夫
供
給
組
合
の
設
置
で
あ
っ
た
。

[
資
料
]

社
発
第
二
部
第
五

O
三
号

大
正
十
三
年
十
一
月
十
五
日

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、

各

地

方

長

官

殿

社
会
局
長
官

石
川
、
宮
城

岩
手
、

新
潟
、

富
山
、

北
海
道
練
漁
業
労
働
者
紹
介
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
従
来
紹
介
方
法
並
供
給
地
ト
需
要
地
ト
ノ

連
絡
方
法
等
ニ
付
調
査
攻
究
ヲ
進
メ
居
リ
候
処
今
般
北
海
道
函
館

市
ニ
関
係
各
道
県
主
務
職
員
ヲ
召
集
シ
テ
協
議
ヲ
重
ネ
タ
ル
結
果

別
紙
要
領
ノ
通
協
定
致
候
ニ
付
テ
ハ
大
体
其
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
大
正

十
五
年
度
ノ
漁
期
ヨ
リ
実
施
致
度
希
望
ニ
有
之
候
傑
右
御
承
知
ノ

上
可
然
御
措
置
相
成
度
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北
海
道
練
漁
業
労
働
者
紹
介
要
領

北
海
道
鯨
漁
業
労
働
者
ノ
雇
入
ニ
関
シ
テ
ハ
従
来
漁
業
経
営
者
ニ

於
テ
各
別
ニ
募
集
シ
来
リ
タ
ル
モ
特
種
ノ
弊
害
ア
ル
ヲ
以
テ
左
記

要
領
ニ
基
キ
東
京
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
之
ガ
需
給
調
節
ヲ
図
リ

関
係
道
県
庁
及
市
町
村
長
ニ
於
テ
協
力
事
務
ニ
従
フ
モ
ノ
ト
ス



記

第
一
、
一
般
方
針

一
、
練
漁
業
労
働
者
ノ
紹
介
ハ
主
ト
シ
テ
市
町
村
長
之
ニ
当
リ

供
給
地
市
町
村
ニ
於
テ
ハ
必
要
ニ
応
ジ
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
ヲ
設

ケ
其
ノ
組
合
長
ハ
ナ
ル
ヘ
ク
当
該
市
町
村
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル

コ
ト一
一
、
市
町
村
長
又
ハ
出
稼
供
給
組
合
長
ハ
出
稼
漁
夫
ヲ
取
纏
メ

団
体
紹
介
ヲ
為
コ
ト

三
、
市
町
村
長
又
ハ
出
稼
供
給
組
合

長
ニ
於
テ
出
稼
漁
夫
ヲ
取
纏
メ
漁
業
経

営
者
又
ハ
其
ノ
代
理
人
ト
雇
庸
契
約
ヲ

為
ス
場
合
ハ
市
町
村
長
又
ハ
職
業
紹
介

所
ノ
設
ア
ル
市
町
村
ニ
於
テ
ハ
職
業
紹

介
所
長
立
会
ス
ル
コ
ト

四
、
練
漁
業
労
働
者
所
要
員
数
ニ
過

不
足
ア
ル
ト
キ
ハ
東
京
地
方
職
業
紹
介

事
務
局
ニ
於
テ
需
給
調
節
ヲ
図
ル
コ
ト

五
、
原
則
ト
シ
テ
前
年
漁
期
ノ
雇
庸

関
係
ヲ
踏
襲
ス
ル
コ
ト
但
シ
地
理
的
関

係
等
ヨ
リ
右
雇
庸
関
係
ヲ
踏
襲
セ
シ
メ

サ
ル
ヲ
便
宜
ト
認
ム
ル
者
ニ
付
テ
ハ
此

ノ
限
ニ
在
ラ
ス

(
第
二
、
手
続
以
下
略
)

出
典
)
中
央
職
業
紹
介
事
務
局

二
九
)
、
一
二

j

一
三
ペ
ー
ジ
。

(
一
九

設立年次別出稼供給組合数

大正13大正14大正15昭和2 昭和3 合計

北海道 22 8 33 

青森県 99 11 2 112 

秋田県 55 14 3 72 

合計 155 47 13 217 

注)中央職業紹介事務局(1929)14ページより。

表9

こ
の
出
稼
供
給
者
組
合
は
、
「
そ
れ
以
前
に
既
に
新
潟
県
岐
阜

県
等
に
於
て
製
糸
女
工
の
供
給
を
目
的
と
し
て
存
在
し
た
女
工
供

給
組
合
を
模
倣
し
た
も
の
」
(
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
二
九
、

六
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ
る
。
と
も
か
く
こ
れ
を
受
け
て
青
森
県

で
は
大
正
十
四
年
十
二
月
に
県
外
出
稼
者
組
合
規
則
を
制
定
し
、

組
合
設
置
を
促
し
た
結
果
、
表

9
に
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
年
ま

で
に
一
一
二
の
創
立
を
見
た
。
郡
別
の
内
訳
で
は
、
東
津
軽
郡
に

一
四
、
西
津
軽
郡
に
一
九
、
中
津
軽
郡
に
七
、
南
津
軽
郡
に
二
四
、

北
津
軽
郡
に
一
二
、
上
北
郡
に
一
一
、
下
北
郡
に
四
、
三
戸
郡
に

一
二
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
員
は
、
出
稼
ぎ
者
と
賛
助
者

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
半
は
出
稼
ぎ
者
で
、
組
合
員
の
多
い
組
合

は
、
東
津
軽
郡
で
は
平
舘
村
の
六
二
五
人
、
蟹
田
村
の
四

O
八
人
、

西
津
軽
郡
大
戸
瀬
村
の
六
一
七
人
、
上
北
郡
三
沢
村
の
一
三
五
六

人
、
浦
野
館
村
の
四
三
二
人
、
天
間
林
村
の
四
二
五
人
、
六
ケ
所

村
の
六
五

O
人
、
甲
地
村
の
八

O
六
人
、
下
北
郡
大
畑
村
の
五
五

三
人
、
田
名
部
町
の
四
四
二
人
、
三
戸
郡
市
川
村
の
五
七
六
人
、

湊
村
の
四

0
0
0
人
な
ど
で
あ
り
、
総
計
は
二
万
一
五
四
三
人
で

あ
っ
た
(
同
)

0

こ
の
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
、
漁
業
経
営
者
は
ま
ず
供
給
地
の

市
町
村
当
て
に
希
望
す
る
出
稼
ぎ
者
の
氏
名
を
記
し
た
「
一
展
入
申

込
書
」
(
第
一
号
様
式
)
を
提
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
各
供
給

組
合
が
東
京
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
宛
に
出
稼
ぎ
者
の
希
望
先
を

記
し
た
「
出
稼
申
込
書
」
(
第
二
号
様
式
)
を
提
出
す
る
。
そ
れ

を
元
に
東
京
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
で
、
所
要
員
数
の
需
給
調
節

を
行
っ
て
後
、
供
給
組
合
長
の
立
ち
会
い
の
下
で
雇
用
者
と
出
稼

ぎ
者
の
間
で
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
最
後
に
「
雇
入
決
定
通
知
書
」
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(
第
三
号
様
式
)
が
雇
用
者
側
か
ら
市
町
村
長
と
東
京
職
業
紹
介

事
務
局
へ
提
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
組
合
か
ら
は
大
正
十
四
年
の
北

海
道
出
稼
人
証
明
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
組
合
長
に
よ
る
出
稼
証

明
書
、
ま
た
出
稼
ぎ
手
帳
が
組
合
員
に
発
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
過
程
で
組
合
は
、
「
雇
庸
主
ト
組
合
員
ノ
間
ニ
立
チ
雇
庸

契
約
二
関
シ
協
定
ヲ
与
ヘ
且
ツ
賃
金
受
払
及
出
発
帰
還
其
他
ニ
関

シ
斡
旋
」
(
問
、
一
六
ペ
ー
ジ
)
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
保
護
施

設
と
し
て
「
組
合
員
疾
病
乃
至
死
亡
ノ
場
合
ハ
医
薬
金
及
弔
慰
金

ヲ
給
与
セ
リ
又
契
約
締
結
後
事
故
ノ
為
メ
出
稼
不
能
ニ
帰
シ
契
約

金
返
還
シ
能
ハ
サ
ル
場
合
ハ
情
状
ニ
依
リ
組
合
ニ
テ
弁
償
ス
ル
ノ

方
法
ヲ
講
ジ
ツ
ツ
ア
リ
」
(
向
、
一
七
ペ
ー
ジ
)
と
い
っ
た
活
動
も

行
っ
た
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
供
給
組
合
の
特
徴
は
、
雇
用
者
か
ら
の
手

数
料
の
徴
収
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
組
合
で
も
一
律
に
一
人
の
出

稼
ぎ
紹
介
に
対
し
て
、
雇
用
者
側
か
ら
一
円
五

O
銭
を
徴
収
し
て

お
り
、
こ
れ
が
組
合
に
お
け
る
主
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
は
、
出
稼
供
給
組
合
の
活
動
が
、
内
務
省
社
会
局

が
進
め
て
き
た
職
業
紹
介
の
無
料
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
他
方
で
そ
れ
は
、
北
海
道
庁
が
季
節

的
職
業
紹
介
機
関
の
設
置
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
供
給
組
合
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
職
業
紹
介
所
は
、
市
町
村
が
経
費
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
固
か
ら
経
常
費
の
六
分
の
一
の
補
助
が
あ
る
と
は
い
え
、
経

済
力
に
乏
し
い
農
山
漁
村
に
お
い
て
は
無
料
主
義
に
立
つ
職
業
紹

介
所
の
開
設
は
難
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
と
も
か
く
供
給
組
合
の
設
立
に
よ
り
、
北
海
道
方

面
へ
の
漁
業
出
稼
ぎ
は
そ
れ
以
前
と
比
べ
れ
ば
市
町
村
を
単
位
と

し
て
よ
り
組
織
的
と
な
り
、
組
合
長
が
市
町
村
長
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
行
政
の
コ
ミ
ッ
ト
も
強
ま
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
に
よ
る
出
稼
供
給
組
合
へ
の
評
価
は
、

以
下
の
よ
う
に
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
出
稼
供
給
組
合
は
明
か
に
公
設
職
業
紹
介
の
一
機
能
を
分
担
す

る
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
非
常
に
組
織
的
に
も
連
絡
さ
れ
て
居
り
、

加
之
に
関
係
当
局
の
斡
旋
に
よ
り
迅
速
に
普
及
し
今
や
供
給
地
の

殆
ど
総
て
に
設
置
を
見
る
に
至
り
そ
の
供
給
取
扱
成
績
も
統
計
上

に
於
て
は
相
当
見
る
べ
き
も
の
あ
る
が
如
き
観
を
呈
し
て
い
る
が

最
初
企
画
せ
ら
れ
た
る
需
給
両
地
並
に
職
業
紹
介
機
関
と
の
連
絡

は
全
く
実
施
を
見
る
に
至
ら
ず
、
個
々
の
組
合
は
独
立
に
供
給
を

な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
そ
の
目
的
の
一
た
る
募
集
費
の
軽

減
は
到
底
望
ま
る
べ
く
も
な
い
。
即
ち
需
給
両
地
の
連
絡
を
欠
く

た
め
雇
用
主
又
は
そ
の
代
理
人
は
組
合
設
置
以
前
と
同
様
、
募
集

の
た
め
供
給
地
に
来
る
を
要
し
、
従
っ
て
募
集
費
は
殆
ど
軽
減
さ

れ
ず
、
否
寧
ろ
供
給
手
数
料
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る。
他
方
組
合
員
の
団
結
力
殆
ど
な
き
た
め
組
合
は
全
く
無
力
で
あ

る
、
故
に
現
在
行
わ
れ
て
い
る
賃
金
協
定
の
如
き
も
結
局
一
の
形

式
と
化
し
、
そ
の
実
行
を
挙
ぐ
る
を
得
な
い
結
果
に
陥
っ
て
い
る
。

協
定
を
実
行
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
当
事
者
は
対
等
の
地
位
に
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
被
庸
者
が
雇
用
主
と
の
協
定
を
自
己
に
有
効

に
展
開
せ
し
め
之
を
実
行
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
法
規
に
因
る
保

護
に
よ
る
か
団
結
の
力
に
よ
る
外
な
い
。
然
る
に
現
在
に
於
て
は

出
稼
漁
夫
供
給
組
合
は
法
規
に
依
る
保
護
は
全
く
あ
た
へ
ら
れ
て
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い
な
い
」
(
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
二
九
、
六
三
j

四
ペ
ー
ジ
)
。

長
文
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
出
稼
供
給
組
合
の
組
織
面
、
数
字

上
で
の
地
位
に
対
し
て
、
そ
の
実
体
面
に
お
い
て
は
行
政
的
に
作

ら
れ
た
組
織
の
常
と
し
て
内
実
が
伴
っ
て
い
な
い
と
い
う
中
央
職

業
紹
介
事
務
局
の
厳
し
い
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

こ
の
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
は
、
「
公
設
職
業
紹
介
機
関
の
普
及
せ

ら
れ
る
ま
で
の
過
度
的
機
関
」
(
同
)
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
公
設
職
業
紹
介
機
関
の
設
置
を
普
及
す
る

使
命
を
担
っ
て
昭
和
五
年
に
青
森
市
に
開
設
さ
れ
た
の
が
青
森
地

方
職
業
紹
介
事
務
局
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
の
活
動

(
1
)
全
国
的
に
見
た
職
業
紹
介
事
業
の
展
開

こ
う
し
て
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
(
以
下
、
青
森
事
務
局

と
略
す
)
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
が
、
そ
の
全
国

的
な
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
再
度
第
一
次
大
戦
後

に
ま
で
遡
っ
て
、
内
務
省
社
会
局
が
進
め
て
き
た
職
業
紹
介
事
業

を
め
ぐ
る
全
国
動
向
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

繰
り
返
し
と
な
る
が
公
設
の
職
業
紹
介
所
が
開
設
さ
れ
る
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
、
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
に
よ

る
都
市
に
お
け
る
失
業
問
題
の
深
刻
化
で
あ
る
。
す
で
に
大
正
八

年
に
は
京
都
市
・
大
阪
市
・
横
浜
市
・
横
須
賀
市
・
和
歌
山
市
が

職
業
紹
介
所
を
設
置
し
て
い
た
。
翌
九
年
に
は
東
京
市
も
職
業
紹

介
所
を
設
置
し
、
内
務
省
と
し
て
も
こ
う
し
た
職
業
紹
介
所
の
相

互
連
絡
を
図
る
た
め
通
牒
を
も
っ
て
中
央
職
業
紹
介
所
を
設
置
し

た
。
大
正
十
年
に
は
社
会
事
業
調
査
会
の
答
申
を
受
け
て
政
府
は

職
業
紹
介
法
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
、
同
年
四
月
に
は
公
布
、
七

月
か
ら
施
行
と
な
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
大
正
八
年
第
一
回
国
際

労
働
会
議
以
来
の
世
界
的
な
流
れ
を
受
け
、
①
国
の
事
業
と
し
て

市
町
村
長
の
管
掌
の
下
に
全
国
統
一
的
に
行
う
こ
と
、
②
無
料
主

義
を
原
則
と
す
る
こ
と
、
③
全
国
の
連
絡
調
整
を
図
る
た
め
中
央

及
び
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
を
お
く
こ
と
、
④
経
費
は
市
町
村
の

負
担
と
な
る
が
、
国
が
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
、
な
ど
を
内
容
と

し
て
い
た
(
労
働
省
編
、
一
九
六
一
、
一
七
七
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
を

受
け
、
内
務
省
に
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
東
京
と
大
阪
に
地
方

職
業
紹
介
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、
中
央
職
業
紹
介
所
は
廃
止
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
職
業
紹
介
事
業
が
活
動
を
開
始
し
た
が
、
最
初
に
取

り
組
ま
れ
た
課
題
の
一
つ
は
、
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
取
締
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
内
務
省
令
を
も
っ
て
営
利
職
業
紹
介
事

業
取
締
規
則
を
昭
和
二
年
よ
り
施
行
し
、
営
利
職
業
紹
介
に
伴
、
っ

弊
害
と
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
取
締
方
法
を
定
め
、
職
業
紹
介

所
の
名
称
の
使
用
を
禁
止
し
、
新
規
の
営
業
許
可
は
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
に
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
(
問
、
五
四
五

頁
)
。
ま
た
、
そ
の
他
の
職
業
紹
介
事
業
と
し
て
、
「
知
識
階
級
の

職
業
紹
介
」
や
、
前
項
で
述
べ
た
「
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
の
職
業

紹
介
」
、
そ
し
て
「
製
糸
女
工
の
移
動
紹
介
」
、
「
家
庭
内
職
紹
介
」

な
ど
が
個
別
的
に
取
り
組
ま
れ
た
(
同
、
六

O
三
j

十
二
ペ
ー
ジ
)
0

こ
う
し
た
事
業
展
開
の
中
で
、
大
正
十
四
年
に
名
古
屋
市
、
昭

和
二
年
に
は
福
岡
市
に
そ
れ
ぞ
れ
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
、
昭
和

五
年
に
青
森
市
に
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
、
昭
和
六
年
に
は
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長
野
と
岡
山
に
そ
れ
ぞ
れ
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
が
開
設
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
昭
和
恐
慌
に
よ
る
失
業
問
題
の
深
刻
化
に
伴
い
、

昭
和
八
年
に
内
務
省
社
会
局
、
中
央
お
よ
び
地
方
職
業
紹
介
事
務

局
に
失
業
応
急
事
業
関
係
専
任
職
員
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ

ろ
よ
り
市
町
村
営
の
職
業
紹
介
所
を
国
営
に
改
め
る
こ
と
を
求
め

る
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
十
一
年
に
は
職
業
紹
介
法
が
改
正
さ
れ

て
、
道
府
県
の
地
方
長
官
が
職
業
紹
介
の
連
絡
調
整
指
導
監
督
に

当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
中
央
お
よ
び
地
方
職
業
紹
介
事
務

局
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局

も
こ
の
時
点
で
廃
止
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
三
年
に
は
、
再

び
職
業
紹
介
法
が
改
正
さ
れ
、
職
業
紹
介
は
明
確
に
国
営
と
な
り
、

同
年
に
設
置
さ
れ
た
厚
生
省
内
の
職
業
部
の
管
轄
と
な
っ
て
、
国

営
の
職
業
紹
介
所
が
全
国
一
九
六
か
所
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
同
、
年
表
)

0

(
2
)
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
と
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介

昭
和
五
年
六
月
に
青
森
市
に
北
海
道
・
東
北
を
管
轄
す
る
地
方

職
業
紹
介
事
務
局
(
以
下
、
青
森
事
務
局
と
略
)
が
開
設
さ
れ
た

背
景
に
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
北
海
道
・
東
北
地
域
に
お
け
る
漁

業
出
稼
ぎ
の
ウ
エ
イ
ト
の
重
さ
、
そ
の
中
で
も
青
森
県
の
中
心
的

位
置
、
そ
し
て
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
の
抱
え
る
問
題
な
ど
が
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
青
森
事
務
局
は
季
節
的
な
漁
業
出
稼
ぎ

者
に
対
す
る
職
業
紹
介
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
が
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
具
体
化
す
る

の
は
、
昭
和
六
年
五
月
、
内
務
大
臣
か
ら
「
管
内
ニ
於
ケ
ル
季
節

的
出
稼
労
働
者
ノ
職
業
紹
介
ニ
関
シ
一
層
其
ノ
実
績
ヲ
挙
ク
ル
ニ

有
効
適
切
ナ
ル
施
設
ニ
関
ス
ル
其
ノ
会
ノ
音
山
見
如
何
」
の
諮
問
が

な
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
青
森
地
方
職
業
紹
介
委
員
会
は
特
別
委
員
会
を

設
け
、
答
申
案
を
審
議
検
討
し
、
二
二
項
目
か
ら
な
る
「
季
節
的

出
稼
労
働
者
職
業
紹
介
施
設
要
綱
」
(
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九

三
二
一
)
を
決
議
答
申
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
「
現
在
職
業
紹
介
所

ノ
分
布
未
ダ
充
分
ナ
ラ
サ
ル
ト
共
ニ
其
ノ
内
容
亦
貧
弱
ナ
ル
モ
ノ

多
キ
ヲ
以
テ
速
ニ
之
カ
普
及
並
充
実
ヲ
図
ル
コ
ト
」
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
季
節
的
な
紹
介
所
、
専
任
職
員
の
配
置
、
補
助
金

の
増
額
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
青
森
事
務
局
に
よ
る
相
互
連
絡

の
円
滑
、
監
督
指
導
の
強
化
(
第
二
)
や
季
節
的
労
働
者
に
対
す

る
調
査
、
労
働
者
の
登
録
(
第
五
)
、
な
ど
全
般
と
し
て
出
稼
漁

夫
に
対
す
る
職
業
紹
介
事
業
の
体
制
強
化
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
に
つ
い
て
は
、

「
第
七
、
職
業
紹
介
所
々
在
地
方
ニ
於
ケ
ル
出
稼
労
働
者
供
給
組

合
ハ
之
ヲ
廃
止
シ
必
要
ニ
応
ジ
専
ラ
出
稼
労
働
者
ノ
保
護
共
済
ヲ

目
的
ト
ス
ル
組
合
(
保
護
組
合
)
ア
設
ク
ル
コ
ト
」
と
保
護
組
合

へ
の
変
更
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
第
十
、
季
節
的
出
稼
労

働
者
ニ
対
ス
ル
技
術
ノ
養
成
其
ノ
向
上
ヲ
図
ル
為
関
係
地
方
公
共

団
体
、
出
稼
労
働
者
保
護
組
合
等
ニ
於
テ
職
業
補
導
ノ
施
設
ヲ
講

ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
第
十
二
、
労
働
者
募

集
従
事
者
営
利
職
業
紹
介
業
者
ニ
対
ス
ル
取
締
ヲ
一
層
厳
ニ
シ
其

ノ
弊
害
ノ
排
除
ニ
努
ム
ル
ト
共
ニ
職
業
紹
介
所
々
在
地
ノ
市
町
村

内
ニ
於
ケ
ル
季
節
的
出
稼
労
働
者
ノ
募
集
ハ
之
ヲ
禁
止
ス
ル
ノ
方

途
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
」
と
、
営
利
職
業
紹
介
排
除
の
方
針
も
明
確
に

さ
れ
て
い
る
。
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
も
手
数
料
を
取
っ
て
い
た
点
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で
は
営
利
職
業
紹
介
機
関
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
要
綱
は

漁
業
出
稼
ぎ
者
に
つ
い
て
も
無
料
職
業
紹
介
の
原
則
を
貫
徹
さ
せ

る
と
こ
ろ
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

青
森
事
務
局
は
こ
の
答
申
決
議
を
受
け
、
「
直
チ
ニ
局
員
ヲ
派

遣
シ
テ
漁
労
操
作
ノ
実
際
ヲ
視
察
調
査
シ
或
ハ
各
地
ニ
雇
主
側
ト

職
業
紹
介
所
ト
ノ
音
山
見
交
換
ノ
懇
談
会
ヲ
催
サ
シ
メ
各
方
面
ノ
事

情
ヲ
参
考
ニ
シ
テ
」
(
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
三
二
)
、

昭
和
六
年
十
二
月
に
①
求
人
に
関
す
る
措
置
、
②
求
職
に
関
す
る

措
置
、
③
連
絡
方
法
、
④
紹
介
方
法
、
⑤
就
職
旅
行
に
関
す
る
措

置
、
⑥
就
職
者
保
護
に
関
す
る
措
置
、
の
六
項
目
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
た
「
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介
要
綱
」
(
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、

一
九
三
ニ
を
作
成
し
た
。
そ
の
基
本
的
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
需

要
地
と
供
給
地
の
聞
の
連
絡
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

求
人
に
つ
い
て
は
需
要
地
の
職
業
紹
介
所
が
「
事
業
主
台
帳
」
に

基
づ
い
て
受
け
付
け
、
求
職
者
は
供
給
地
の
職
業
紹
介
所
で
受
け

付
け
「
出
稼
希
望
者
名
簿
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
、
青
森
事

務
局
が
聞
に
入
っ
て
日
報
制
で
両
者
の
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
で

職
業
紹
介
の
円
滑
を
期
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
要
綱
作
成
に
続
い
て
、
こ
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
目
的
で
昭

和
六
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
の
が
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介
事
務
打

合
会
議
で
あ
っ
た
。
表
山
は
、
そ
の
参
加
者
名
簿
で
あ
る
。
北
海

道
・
青
森
県
・
秋
田
県
・
岩
手
県
・
山
形
県
か
ら
関
係
者
が
か
な

り
多
数
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
森
県
の
脇
野
沢
村
・
鯵
ケ
沢

村
・
百
石
町
・
三
沢
村
な
ど
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
て
い
な
い
町

村
の
町
村
長
も
出
席
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
町

村
で
は
こ
の
会
議
の
後
、
直
ち
に
職
業
紹
介
所
が
開
設
さ
れ
て
い

出稼漁夫職業紹介事務打合会議出席者名簿(昭和6年12月10日)

役 職 氏 名 {支 職 氏 名

中央職業紹介事務局事務官 斉藤 フEコロ 弘前市職業紹介所長 乳井英夫

青森地方職業紹介委員会委員・青森県学務部長 石建国次郎 八戸市職業紹介所長 久保 艮日

青森地方職業紹介委員会委員・青森市長 北山一郎 々 書 記 山中忠吉

青森地方職業紹介委員会委員 坂本作平 大畑村職業紹介所書記 村林源助

青森地方職業紹介委員会委員 奥寺金五郎 田名部町職業紹介所書記 西山左武

青森県社会課長 今泉房吉 青森県脇野沢村長 川岸謙吉

青森県属 角野思郎 々鯵ケ沢町長 北村誠一

青森県特別品等課長 久山秀雄 々 百 石 町 長 母良国岩太

青森県警部 井上末次郎 々 一 沢 キナ 長 平出利根次郎一
函館水上警察署長 菊池金司 盛岡市職業紹介所事務員 松本久静

北海道庁属 桐越信雄 秋田市職業紹介所主事 武石節之助

秋田県社会事業主事補 郷間与二郎 土崎港町職業紹介所書記 ニ浦貞吉

岩手県社会事業主事補 佐々木文堂 能代港町職業紹介所主事 小助川慶麟

札幌市職業紹介所長 桜井秀夫 大館町職業紹介所長事務取扱 佐藤考二

函館市職業紹介所長 佐々 木畿二郎 本庄町職業紹介所事務員 佐藤憲蔵

函館東部職業紹介所長 林 儀作 八森村岩館村組合職業紹介所書記 佐々木市松

々 主事 祐村勇次郎 秋 田 県 j賓 田 キナ 長 斉藤治松

小樽中央職業紹介所長 西尾瀧次郎 鶴岡市職業紹介所書記・ 秋野光民

増毛町職業紹介所所長 佐藤敬之助 酒田町職業紹介所書記 金内政治

青森市職業紹介所長 神野耕作 石I-U 手 県 豆品乙、h 田 一 ネナ 島野多吉

々 事務員 大山重二 秋 田 県 松 ケ 自奇 ネナ 佐藤憲一

々 事務員 小笠原精治 金浦町職業紹介所長 桐田多仲

表10
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る
こ
と
か
ら
も
、
「
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介

要
綱
」
の
制
定
と
こ
の
会
議
が
、
北
海

道
・
東
北
地
域
に
お
け
る
漁
業
出
稼
ぎ

者
を
対
象
と
し
た
職
業
紹
介
所
の
開
設

普
及
の
実
質
的
な
契
機
で
あ
っ
た
と
見

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

表
口
は
、
管
轄
地
域
に
お
け
る
職
業

紹
介
所
の
普
及
状
況
を
年
次
別
に
見
た

も
の
だ
が
、
昭
和
五
年
の
時
点
に
お
け

る
職
業
紹
介
所
の
開
設
状
況
は
、
北
海

道
が
最
も
多
く
一
四
、
続
い
て
宮
城
県

の
九
、
青
森
県
に
つ
い
て
は
青
森
市
・

弘
前
市
・
八
戸
市
の
三
か
所
に
過
ぎ
な
猷

か
っ
た
o

就
職
者
数
も
北
海
道
の
九

o
m

O
O
人
が
最
も
多
く
、
青
森
県
は
二
二
齢

七
O
人
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
牒

れ
が
昭
和
六
年
十
二
月
の
会
議
の
後
、
時

青
森
・
岩
手
・
秋
田
の
北
東
北
三
県
で
功

は
、
職
業
紹
介
所
の
開
設
と
就
職
者
数
繰

の
増
加
が
順
調
に
進
ん
で
、
青
森
県
を
お

例
に
取
れ
ば
、
紹
介
所
は
二
一
か
所
、
ペ

就
職
者
数
も
二
万
四

0
0
0
人
を
超
え
舗

で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
城
・
福
4
4

島
・
山
形
の
三
県
で
は
職
業
紹
介
所
の

1

開
設
も
就
職
者
の
増
加
も
あ
ま
り
進
ん
表

で
い
な
い
。
こ
の
明
快
な
地
域
性
は
、

昭和五年 昭和六年 昭和七年 昭和八年 昭和九年
紹介所 就職者数 紹介所 就職者数 紹介所 就職者数 紹介所 就職者数 紹介所 就職者数

北海道 14 9.045 21 11，126 18 15.416 18 27，654 21 39，316 
青森 3 2，722 7 9，156 16 14，695 19 20，836 21 24.642 
岩手 4 2，951 9 1，998 15 4，736 19 8，856 19 12，409 
宮城 9 956 2 2，688 2 2.090 3 2，241 4 2.625 
ネ面 島 4 832 4 19，567 4 3，843 5 3，669 5 4，389 
山形 2 2，480 4 5，298 4 5，844 4 6，268 4 8，443 
秋田 4 2，312 20 10，019 32 14，060 34 14.691 39 18.747 
合計 40 21.298 67 60，613 91 60.693 102 84，216 113 110，571 
注)青森地方職業紹介事務局(1935)80~81ページ。

青
森
事
務
局
を
中
心
と
す
る
職
業
紹
介
事
業
の
活
動
が
漁
業
出
稼

ぎ
者
に
対
す
る
職
業
紹
介
を
主
要
な
分
野
と
し
て
い
た
こ
と
を
裏

青森県職業紹介所一覧

職業紹介所名 =員ユ支rIi-tLa 職員その他 予算 連絡すべき市町村

青森市職業紹介所 T14.5 長(専)専2 5虫 6，056 青森市、東浮軽郡(筒井村・浜館村・東獄村・野内村
高田村・横内村・滝内村・荒川村・大野村)

八戸市 ク 82. 6 長(兼)専1兼1独 2，681 八戸市、三戸郡内各町村(但市川村・館村ヲ除ク)
弘前市 // 83. 8 長(兼)専2 独 2，366 弘前市、中津軽郡内各町村
田名部町 // 86.11 長(兼)専1 589 下北郡(田名部町・大湊町)
百石町 'l 86.12 長(兼)専2 季 150 上北郡(百石町・ド田村)、三戸郡(市川村)
脇野沢村 'l 86.12 長(兼)専1 季 165 下北郡(脇野沢村・川内町)
二沢村 // 87. 1 長(兼)専1兼2 772 上北郡(二三沢村・六戸村)
鯵ケ沢町 // 87. 1 長(兼)専2兼2独 951 西津軽郡内各町村
大畑村 'l 86. 5 長(兼)専1 532 下北郡(大畑村・風間浦村・大奥村・佐井村)
一本木村 'l 87. 2 長(兼)専1兼1 365 東津軽郡(一本木村・平館村)
二厩村 'l 87. 2 長(兼)専1兼l 709 東津軽郡(三厩村・今別村)
後潟村 イ〉 88. 1 長(兼)専1兼1季 204 東津軽郡(後潟村・蓬田村・蟹田村)
二戸村 'l 89. 5 長(兼)専1兼4 954 三戸郡(C::戸村)
油川町 'l 88. 5 長(兼)専1兼1 386 東津軽郡(油川村・新城村・奥内村)
野辺地町 'l 88. 4 長(兼)専1 822 東津軽郡(東平内村・西平内村・小湊村)

上北郡(野辺地町・甲地村・横浜村)

二本木町 'l 88. 5 長(兼)専1 534 上北郡(三本木町・十和田村・藤板村・四和村)
黒石町 'l 88. 6 長(兼)専2 独 4，284 南津軽郡内各町村
五所川原町ク 88.12 長(兼)専1兼2 450 北津軽郡内各町村
七戸町 'l 88.10 長(兼)専1兼1 480 上北郡(天間林村・浦野館村・大深内村・七戸町)
館村 'l 89. 1 長(兼)専1兼1季 459 二戸郡(館村)

表12

注)1.青森地方職業紹介事務局 (1935)より。
2.長(兼)は所長が兼職であることを示す。また、 [独]は独立場屋を[季]は季節的開設を示す。
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書
き
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

表
ロ
は
、
昭
和
十
年
三
月
時
点
に
お
け
る
青
森
県
内
一
二
か
所

の
職
業
紹
介
所
の
概
況
で
あ
る
。
青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市
・

黒
石
市
を
除
い
て
独
立
場
屋
を
持
た
ず
役
場
庁
舎
の
一
部
に
兼
任

の
所
長
を
置
く
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
百
石
町
・
脇
野

沢
村
・
後
潟
村
・
館
村
は
、
漁
業
出
稼
ぎ
者
の
た
め
だ
け
の
季
節

的
開
設
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
百
石
町
を
除
く
と
す
べ
て
が
専

任
の
職
員
を
置
い
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
内
二
一

か
所
の
職
業
紹
介
所
は
、
数
的
に
見
て
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な

か
っ
た
が
、
一
応
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
町
村
だ
け
で
な
く
近
隣
の
町

村
を
管
轄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

(
3
)
出
稼
労
働
者
保
護
組
合

こ
う
し
て
、
「
昭
和
五
年
当
局
開
設
以
後
ハ
先
ツ
汽
車
汽
船
賃

割
引
ノ
特
典
利
用
ニ
ヨ
ル
旅
費
ノ
節
約
ヲ
目
的
ト
シ
テ
季
節
的
紹

介
所
ノ
普
及
ヲ
見
、
当
局
取
扱
要
綱
ノ
実
施
督
励
ト
相
倹
ツ
テ
精

軌
道
ニ
入
ル
ニ
至
レ
リ
」
(
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
二
八
、
「
東

北
ノ
出
稼
漁
夫
保
護
組
合
ノ
沿
革
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
次
第
に
漁

業
出
稼
ぎ
者
へ
の
就
業
先
紹
介
は
、
職
業
紹
介
所
へ
と
移
行
し
て

い
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
汽
車
汽
船
賃
割
引
と
あ
る
の
は
、
職
業

紹
介
法
に
よ
っ
て
職
業
紹
介
機
関
の
紹
介
に
よ
り
三
か
月
以
上
就

職
す
る
も
の
に
つ
い
て
汽
車
汽
船
賃
を
五
割
引
す
る
と
い
う
も
の

で
、
営
利
職
業
紹
介
を
排
除
し
、
公
設
職
業
紹
介
所
の
利
用
を
進

め
る
有
力
な
武
器
で
あ
っ
た
。
漁
業
出
稼
ぎ
の
場
合
は
、
三
か
月

以
上
と
い
う
基
準
が
微
妙
で
あ
っ
た
が
、
五
割
引
と
い
う
特
典
は

魅
力
的
で
、
紹
介
所
の
勢
力
拡
大
に
大
い
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
職
業
紹
介
所
の
勢
力
拡
大
で
当
然
問
題

と
な
っ
て
く
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
と
の
関

係
で
あ
る
。
供
給
組
合
の
名
称
を
保
護
組
合
に
変
え
る
こ
と
は
、

極
め
て
簡
単
で
あ
る
が
、
問
題
は
保
護
組
合
の
内
実
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
特
別
委
員
会
で
も
大
い
に
論
議
と
な
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
「
本
問
題
ニ
関
シ
特
ニ
論
議
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
組
合

経
費
ノ
負
担
方
法
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
従
来
組
合
の
経
費
は

求
人
者
か
ら
の
手
数
料
収
入
で
あ
っ
た
が
、
職
業
紹
介
所
が
紹
介

斡
旋
の
中
心
と
な
れ
ば
、
職
業
紹
介
無
料
主
義
の
原
則
か
ら
も
そ

の
よ
う
な
収
入
は
期
待
で
き
な
く
な
る
。
「
而
シ
テ
之
カ
経
費
ハ

労
働
者
相
互
扶
助
ノ
観
念
ヲ
函
養
セ
シ
ム
ル
為
組
合
員
タ
ル
労
働

者
ノ
醸
出
ニ
依
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
と
な
る
が
、
「
保
護
組
合
ニ
於

テ
信
用
、
傷
病
、
災
害
並
失
業
等
ニ
対
ス
ル
保
障
ノ
事
業
モ
行
ハ

ム
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
」
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
「
其
ノ
負
担
ノ
程
度
ハ
雇
主
、
労
働
者
及
公
共
団
体
ノ
三
者

間
ニ
於
ケ
ル
公
平
」
な
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
は
、
「
職
業
紹
介
機
関
活
動
の
範
囲
外
一
一

亘
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
ニ
之
ヲ
答
申
ノ
本
文
ニ
表
ス
コ
ト
」
は
避

け
ら
れ
、
た
だ
報
告
書
に
特
記
し
、
将
来
の
関
係
当
局
の
「
参
考

ニ
供
セ
ン
ト
ス
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
止
め
ら
れ
た
(
労
働
資
料
セ

ン
タ
ー
、
一
九
三
三
)
。

ま
た
、
「
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介
要
綱
」
に
お
い
て
も
、
「
求
人
者

ニ
於
テ
其
ノ
紹
介
シ
タ
ル
就
業
者
ニ
対
シ
信
用
保
障
ヲ
求
ム
ル
場

合
ニ
於
テ
ハ
関
係
保
護
組
合
ト
連
絡
シ
適
当
ノ
措
置
ヲ
講
ス
ル
コ
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ト
、
此
場
合
ハ
職
業
紹
介
所
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
責
任
ヲ
負
ヒ
得
サ
ル

ハ
勿
論
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
稼
ぎ
者
の
信
用
保
障
は
保
護

組
合
に
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
保
護
組
合
に
信
用
や

傷
病
・
災
害
・
失
業
な
ど
を
保
障
す
る
た
め
の
施
策
が
採
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
よ
う
に
、
職
業
紹
介
所
と
保
護
組
合
と

の
関
係
は
必
ず
し
も
円
満
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

「
元
来
組
合
ハ
供
給
ヲ
目
的
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
レ
居
ル
為
紹
介
所

ノ
普
及
ト
供
給
事
業
ノ
移
管
ト
ヲ
自
ラ
ノ
機
能
ヲ
奪
ハ
ル
ル
ガ
知

ク
考
ヘ
居
リ
、
仲
々
保
護
ノ
ミ
ニ
専
念
シ
得
ズ
、
又
漁
夫
モ
旧
慣

ニ
泥
ミ
今
尚
組
合
ヨ
リ
紹
介
セ
ラ
レ
、
紹
介
所
ハ
割
引
券
ノ
発
行

所
ナ
リ
ト
考
ヘ
居
リ
、
紹
介
所
ト
組
合
ト
ハ
必
ズ
シ
モ
円
満
ナ
ラ

ザ
リ
キ
」
(
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
二
八
、
「
東
北
ノ
出
稼
漁
夫

保
護
組
合
ノ
沿
革
」
)
。

こ
の
よ
う
に
、
出
稼
ぎ
者
と
需
要
地
と
の
永
年
の
縁
故
的
関
係

か
ら
、
保
護
組
合
と
な
っ
て
以
降
も
運
賃
割
引
の
関
係
か
ら
形
式

上
は
職
業
紹
介
所
の
紹
介
の
よ
う
に
し
て
、
実
質
的
に
は
依
然
と

し
て
組
合
が
紹
介
と
身
元
保
証
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
漁
業
出
稼
ぎ
者
を
め
ぐ
る
経

済
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
供
給
組
合
が
作
ら
れ
た
当

時
は
、
未
だ
雇
用
主
に
よ
る
漁
夫
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
た
時

期
で
、
供
給
組
合
が
就
職
先
を
見
つ
け
る
こ
と
に
難
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て
出
稼
ぎ
先
も
急
減
す
る
状
況
に
お
い

て
は
、
出
稼
ぎ
先
の
紹
介
は
容
易
で
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

先
の
資
料
に
も
「
大
ナ
ル
勢
力
ト
重
大
ナ
ル
利
害
関
係
ヲ
有
シ
タ

ル
組
合
ノ
現
在
没
落
シ
紹
介
所
ニ
供
給
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ

紹
介
所
ノ
活
動
ノ
結
果
ヨ
リ
モ
寧
ロ
漁
業
不
振
ト
農
村
不
況
ニ
ヨ

ル
漁
夫
過
剰
ノ
故
ナ
リ
」
(
同
)
と
あ
る
。

そ
こ
で
実
際
の
保
護
組
合
の
活
動
状
況
を
、
青
森
地
方
職
業
紹

介
事
務
局
(
一
九
三
五
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
調
査
事
例
か
ら
見

て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
北
津
軽
郡
五
所
川
原
町
で
は
、
「
本
町
の
保
護
組
合
は

本
町
よ
り
出
稼
す
る
労
働
者
と
本
組
合
の
賛
助
者
を
以
て
組
織
し

て
い
る
。
昭
和
八
年
度
の
組
合
員
数
僅
か
一
八
名
に
過
ぎ
ず
、
組

合
経
費
も
七
六
円
に
し
て
、
其
の
活
動
の
状
況
と
し
て
見
る
べ
き

も
の
な
い
」
(
四
八
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
。
次
に
、
上
北
郡
七
戸
町

で
は
、
「
本
町
の
出
稼
者
保
護
組
合
は
本
町
民
に
て
組
合
の
信
用

保
証
を
得
て
県
外
へ
出
稼
す
る
者
が
役
員
を
以
っ
て
組
織
し
て
い

る
。
組
合
長
は
町
長
其
の
任
に
当
り
、
副
組
合
長
は
助
役
其
の
任

に
当
た
っ
て
い
る
。
現
在
組
合
員
百
名
近
く
あ
る
が
其
の
経
理
の

状
況
は
昭
和
八
年
度
に
於
て
収
入
の
部
一
八
六
円
内
五

O
円
求
人

者
か
ら
の
寄
付
金
其
他
は
繰
越
金
と
預
金
利
子
と
な
っ
て
お
り
主

た
る
支
出
は
事
務
費
手
当
会
議
費
等
に
て
組
合
員
又
は
其
の
家
族

の
保
護
の
為
費
用
さ
れ
た
る
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
、
斯
く
て

保
護
組
合
と
し
て
の
存
立
の
意
義
を
薄
ら
ぐ
も
の
と
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
」
(
五
八
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
。

ま
た
、
上
北
郡
浦
野
舘
村
で
は
、
「
浦
野
舘
村
内
を
区
域
と
し

て
出
稼
者
保
護
組
合
が
設
立
せ
ら
れ
て
い
る
。
組
合
員
は
本
村
よ

り
県
外
へ
出
稼
す
る
者
及
組
合
長
の
推
薦
に
よ
る
賛
助
員
を
以
っ

て
組
織
し
て
い
る
。
現
在
組
合
員
は
三

O
O
人
を
超
え
て
い
る
。

昭
和
八
年
度
の
収
支
決
算
の
状
況
は
、
収
入
の
部
は
二
七
二
円
九

二
銭
で
、
内
求
人
者
よ
り
の
寄
付
金
一
五
二
円
七

O
銭
、
前
年
度
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繰
越
金
二
一

O
円
二
二
銭
で
あ
り
、

支
出
の
部
は
翌
年
度
繰
越
金
一
四

二
円
二
一
銭
の
外
大
部
分
は
幹
事

及
役
員
の
手
当
、
或
は
賞
与
と
し

て
支
出
さ
れ
、
真
に
出
稼
者
を
対

象
と
し
て
其
の
福
利
増
進
の
た
め

支
出
せ
ら
れ
た
費
用
と
し
て
み
る

べ
き
も
の
が
な
い
が
、
特
に
掲
ぐ

れ
ば
只
一
つ
出
稼
者
に
対
し
村
の

現
況
を
述
べ
、
激
励
と
慰
問
を
兼

ね
て
文
書
を
発
送
せ
る
事
例
位
の

も
の
で
あ
る
」
(
七

0
ペ
ー
ジ
)
。

こ
の
よ
う
に
保
護
組
合
と
名
前

を
変
え
た
組
織
は
、
従
来
の
手
数

料
を
寄
付
金
と
読
み
替
え
て
、
こ

れ
と
い
っ
た
事
業
を
す
る
こ
と
も

な
く
退
嬰
的
に
存
続
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
青
森
事
務
局
と
し

て
も
保
護
組
合
の
こ
の
よ
う
な
状

況
を
問
題
と
認
識
し
て
は
い
た
が
、

そ
れ
を
改
善
す
る
有
効
な
手
だ
て

は
と
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
4
)
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局

の
そ
の
他
の
事
業

そ
こ
で
、
最
後
に
労
働
資
料
セ

単位:人、%

求人数 求職者数
就職者数 内)漁業出稼 需要地 f也l 
(就職率) ぎ者(比率) 北海道樺太北洋その

北海道 81.694 45，162 27，654(61.2) 10，188(36.8) 1，842 123 8，223 
三同生三 本フ木に 11，679 24，243 20，836(86.0) 13，402(64.3) 8.815 1，680 2，881 
岩手 8，992 10，428 8，857( 85.0) 2，466 (27.8) 1，233 681 554 。
秋田 14，134 17，428 14，691( 84.3) 8，336(56.7) 3，553 1，318 3，409 
山芳三 9，278 9，228 6，268(68.0) 891( 14.2) 270 617 2 
宮城 6，025 10，679 2，241(21.0 ) 
福島 8，704 5，975 3，669(61.4) 
合計 142，562 123，139 84，216 ( 68.4 ) 35，285( 41.9) 115，71旦4，419 日j)， 06~ 84 

昭和8年度青森地方職業紹介所管内取扱成績表13

注)労働資料センター(1930)より。

ン
タ

i

(
一
九
二
一

O
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
昭
和
九
年
五
月
十

五
日
管
内
職
業
紹
介
事
業
概
況
」
か
ら
、
事
務
局
全
体
の
事
業
成

績
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

表
日
の
よ
う
に
、
青
森
事
務
局
管
内
の
総
求
人
数
は
一
四
万
人

強
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
半
分
以
上
を
北
海
道
が
占
め
て
お
り
、
総

求
職
者
に
つ
い
て
は
一
二
万
人
強
で
あ
っ
た
が
、
北
海
道
と
青
森

県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
で
八
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
「
求
人
ニ
於
ケ
ル
北
海
道
、
求
職
、
就
職
ニ
於
ケ
ル
青
森
、
秋

田
ガ
多
数
ヲ
一
不
シ
テ
イ
ル
ノ
ハ
大
部
分
出
稼
漁
夫
ノ
影
響
ニ
依
ル

モ
ノ
デ
両
者
ガ
相
互
ニ
密
接
ナ
需
給
上
ノ
相
関
関
係
ニ
置
カ
レ
テ

イ
ル
証
左
デ
ア
ル
」
。
確
か
に
、
就
職
者
総
数
の
四
割
が
漁
業
出

稼
ぎ
者
で
、
そ
の
比
率
は
青
森
県
で
は
六
割
、
秋
田
県
で
は
五
割

を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
青
森
事
務
局
管
内
の
職
業
紹
介
事
業
は
、
北
海
道

と
北
東
北
で
の
漁
業
出
稼
ぎ
者
の
職
業
紹
介
が
中
心
的
な
位
置
を

占
め
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

そ
の
他
の
職
業
紹
介
と
し
て
は
、
日
雇
い
労
働
紹
介
・
少
年
職

業
紹
介
・
俸
給
生
活
者
紹
介
・
除
隊
兵
職
業
紹
介
・
女
工
紹
介
・

除
雪
人
夫
紹
介
な
ど
の
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

日
雇
い
労
働
紹
介
は
、
「
失
業
応
急
関
係
ノ
土
木
事
業
ノ
各
地
ニ

開
始
セ
ラ
レ
」
た
関
係
か
ら
、
昭
和
七
年
の
求
人
数
五

O
万
人
、

求
職
者
数
六
六
万
人
か
ら
、
昭
和
八
年
に
は
求
人
数
三
四

O
万
人
、

求
職
者
数
三
六

O
万
人
へ
と
大
幅
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
女
工

紹
介
も
、
製
糸
、
紡
績
と
も
に
増
加
し
、
昭
和
八
年
は
製
糸
で
一

一
七
五
人
、
紡
績
で
四
六
二
人
が
就
職
し
て
い
る
。
除
雪
人
夫
紹

介
も
札
幌
・
仙
台
の
両
鉄
道
局
長
に
公
益
職
業
紹
介
所
の
利
用
を
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要
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

お

わ

り

に

高
い
人
口
自
然
増
加
率
か
ら
過
剰
人
口
を
多
数
抱
え
込
ん
だ
戦

前
期
の
青
森
県
農
山
漁
村
に
と
っ
て
、
出
稼
ぎ
は
零
細
な
経
営
規

模
層
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦

前
期
の
青
森
県
に
お
け
る
出
稼
ぎ
は
、
男
子
に
よ
る
北
海
道
・
樺

太
方
面
へ
の
漁
業
出
稼
ぎ
に
極
端
な
ほ
ど
に
集
中
す
る
と
い
う
特

徴
を
持
っ
て
い
た
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
多
様
性
に
欠
け
る
も
の

と
な
っ
た
か
は
、
様
々
な
歴
史
的
・
文
化
的
・
地
理
的
要
因
を
加

味
し
て
文
化
人
類
学
的
に
別
途
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。
本
稿
が
確
認
し
た
最
初
の
点
は
、
そ
の
よ
う
な
青
森
県
か

ら
の
出
稼
ぎ
が
農
業
者
と
漁
業
者
ほ
ぼ
半
々
で
担
わ
れ
て
お
り
、

且
つ
北
海
道
の
練
漁
業
、
樺
太
の
練
鮭
鱒
漁
業
、
そ
し
て
露
領
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
の
蟹
鮭
鱒
漁
業
な
ど
を
支
え
る
中
核
的
部
分
で
あ
っ

た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
第
一
次
大
戦
後
に
漁
夫
募
集
の
争
奪
戦
が
展
開

さ
れ
、
募
集
経
費
が
騰
貴
し
て
い
く
状
況
は
、
中
小
規
模
の
経
営

者
が
多
数
を
占
め
る
北
海
道
の
練
漁
業
に
と
っ
て
は
、
深
刻
な
問

題
で
あ
っ
た
。
北
海
道
庁
や
東
京
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
が
中
心

と
な
っ
て
、
季
節
的
な
出
稼
ぎ
者
に
対
す
る
調
査
を
行
い
関
係
者

に
よ
る
会
議
が
も
た
れ
る
主
要
な
背
景
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
者

側
の
抱
え
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果

と
し
て
、
漁
夫
供
給
地
に
お
け
る
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
出
稼

漁
夫
供
給
組
合
を
組
織
し
、
出
稼
証
明
書
を
発
給
し
て
身
元
保
証

を
行
う
体
制
が
大
正
末
期
に
急
速
に
普
及
し
た
。
青
森
県
に
お
い

て
も
短
期
間
に
一
一
一
一
町
村
に
供
給
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
供
給
組
合
の
活
動
も
身
元
保
証
の
役
割
は
果
た
し

た
も
の
の
、
需
要
地
と
の
連
絡
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
漁
業

経
営
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
出
張
し
て
漁
夫
を
募
集
し
、
契

約
を
交
わ
す
と
い
う
形
態
を
変
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
漁
業
出
稼
ぎ
者
の
募
集
形
態
の
近
代
化
と
い
う
課

題
は
、
昭
和
五
年
六
月
に
青
森
市
に
開
設
さ
れ
た
青
森
地
方
職
業

紹
介
事
務
局
へ
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
青
森
事
務
局
で

は
、
内
務
大
臣
か
ら
の
諮
問
に
答
え
る
形
で
「
出
稼
漁
夫
職
業
紹

介
要
綱
」
を
作
成
し
、
漁
業
出
稼
ぎ
者
に
対
す
る
職
業
紹
介
を
抜

本
的
に
強
化
す
る
方
針
の
下
に
昭
和
六
年
十
二
月
に
大
規
模
な
会

議
を
行
い
、
職
業
紹
介
所
の
普
及
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
季

節
的
な
職
業
紹
介
所
も
含
め
て
青
森
・
秋
田
・
岩
手
の
三
県
に
つ

い
て
は
、
職
業
紹
介
所
の
設
置
数
も
増
加
し
、
就
職
者
数
の
増
加

も
順
調
な
伸
展
を
見
せ
た
。
た
だ
し
、
青
森
事
務
局
の
日
雇
い
職

業
紹
介
や
除
隊
兵
職
業
紹
介
・
女
工
紹
介
な
ど
他
の
事
業
の
展
開

に
も
関
わ
ら
ず
、
漁
業
出
稼
ぎ
と
関
係
の
薄
い
宮
城
・
山
形
・
福

島
の
三
県
で
は
、
職
業
紹
介
所
の
設
置
も
進
ま
ず
、
就
業
者
の
増

加
も
見
る
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。

職
業
紹
介
所
に
よ
る
漁
業
出
稼
ぎ
者
の
取
扱
が
増
加
し
た
一
つ

の
要
因
は
、
職
業
紹
介
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
汽
車
汽
船
賃
割
引
の

特
典
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
形
式
だ

け
職
業
紹
介
所
の
紹
介
に
よ
り
運
賃
割
引
の
特
典
を
受
け
、
実
質

的
に
は
旧
供
給
組
合
か
ら
紹
介
を
受
け
る
よ
う
な
関
係
も
存
続
し

-19-



昭
和
恐
慌
に
い
た
っ
て
出
稼
ぎ
先
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
く
る
に
し
た
が
っ
て
、
旧
供
給
組
合
の
職
業
紹
介
の
機

能
は
衰
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
供
給
組
合
は
職
業
紹
介
所
の
普

及
に
よ
り
、
名
称
を
保
護
組
合
に
変
え
、
信
用
や
傷
病
・
災
害
・

さ
ら
に
失
業
な
ど
に
対
す
る
保
障
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
期
待
さ

れ
た
が
、
そ
も
そ
も
行
政
的
に
上
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、
組
合

員
の
団
結
力
は
な
く
、
求
人
者
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
つ
っ
た
だ
役

員
手
当
を
払
い
続
け
る
だ
け
の
退
嬰
的
な
組
織
と
し
て
存
続
し
て

い
た
も
の
も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
戦
前
期
の
青
森
事
務
局
を
中
心
と
す

る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
無
料
主
義
の
原
則
に
基
づ
く
公
的
な
職

業
紹
介
の
枠
組
み
の
中
に
青
森
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
方
面

へ
の
漁
業
出
稼
ぎ
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
戦
後
の
出
稼
ぎ
行
政
の
基
礎
を
形

作
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
出
稼
ぎ
者
を
必
要

と
す
る
産
業
へ
の
配
慮
、
出
稼
ぎ
所
得
へ
依
存
す
る
地
域
経
済
へ

の
配
慮
か
ら
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
出
稼
ぎ
者
本
人
の
福
利
厚
生

や
保
障
の
面
で
は
、
保
護
組
合
の
実
態
が
示
す
よ
う
に
十
分
な
施

策
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
者
自
身
に
も
組
織
力
に

よ
っ
て
保
障
を
要
求
し
て
い
く
よ
う
な
主
体
性
は
、
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

た
。

，-マ，
-

J

、

手
J
J
/
7
|』

こ
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の
保
護
組
合
の
実
態
や
戦
時
統
制
の
下

で
の
季
節
的
移
動
労
働
者
の
存
在
形
態
、
そ
し
て
ま
た
戦
後
と
の

つ
な
が
り
な
ど
を
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
に

引
き
続
く
研
究
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

1王(1
)
農
林
省
農
務
局
が
昭
和
二
年
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
「
農
漁
村
ノ
労
力
移
動
状
況
調
査

(
副
業
参
考
資
料
一
二
三
)
」
(
農
林
省
農
務
局
、
一
九
二
九
)
で
も
、
青
森
県
の
出
稼
ぎ

(
H
「
一
時
的

離
村
」
)
で
「
漁
業
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
九
二
二
九
人
す
べ
て
が
「
漁
業
者
」
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
「
主
ナ
ル
出
先
地
名
」
は
「
北
海
道
・
樺
太
・
露
領
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
」
、
「
主

な
る
地
元
名
」
は
「
三
戸
郡
、
上
北
郡
、
下
北
郡
、
東
津
軽
郡
、
西
津
軽
郡
沿
岸
地
」
と
な
っ

て
お
り
、
備
考
と
し
て
「
概
ネ
ゴ
一
月
出
発
、
約
三
ヶ
月
滞
在
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

「
農
業
者
」
の
出
稼
ぎ
は
五
六
六
人
す
べ
て
が
「
農
業
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
樺
太
・
北
海
道
」

方
面
へ
「
県
内
一
円
」
か
ら
「
概
ネ
四
月
出
発
、
約
七
ヶ
月
滞
在
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
三

一
頁
)
。

(
2
)
こ
の
資
料
は
、
「
大
正
十
二
年
八
月
一
日
よ
り
社
会
課
員
を
主
要
な
る
鯨
漁
場
に
派
し
町

村
役
場
、
水
産
組
合
等
の
協
力
に
依
り
て
経
営
者
各
戸
に
就
て
大
正
十
二
年
漁
期
に
於
け
る

漁
業
労
働
者
の
実
地
調
査
を
開
始
し
八
月
十
七
日
終
了
し
た
」
調
査
結
果
で
あ
る
。

(
3
)
こ
の
資
料
は
、
「
季
節
的
職
業
紹
介
事
業
実
施
ノ
前
提
ト
シ
テ
必
要
」
で
あ
る
と
し
て
、

「
大
正
十
二
一
年
五
月
北
海
道
留
萌
ニ
於
ケ
ル
練
漁
場
ノ
実
際
ニ
ツ
キ
調
査
セ
ル
要
領
ニ
基
キ
、

練
漁
業
ノ
本
態
ト
之
ニ
従
事
ス
ル
出
稼
漁
夫
ノ
労
務
関
係
ヲ
抄
緑
シ
タ
ル
モ
ノ
」
(
序
)
で

あ
る
。

-20-

(
4
)
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
(
一
九
二
九
)
六
五
頁
。

(
5
)
北
海
道
出
稼
人
証
明
規
則
は
、
明
治
一
二
十
五
年
十
二
月
に
青
森
県
令
第
六
四
号
と
し
て
制

定
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
二
年
・
大
正
九
年
・
大
正
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、
十
四

年
の
改
正
で
は
、
「
県
外
出
稼
者
組
合
ノ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
市
町
村
ニ
於
テ
ハ
組
合
長
ノ
証

明
ヲ
以
テ
之
ニ
代
フ
」
が
第
一
条
に
付
け
加
え
ら
れ
た
(
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
二
九
、

六
七
頁
)
0

(
6
)
「
出
稼
漁
夫
職
業
紹
介
要
綱
」
も
、
求
人
者
に
指
名
に
よ
る
求
人
を
認
め
、
永
年
の
縁
故

的
関
係
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
「
但
シ
窮
迫
セ
ル
求
職
者
多
キ
現
状
ニ
鑑
ミ

可
成
多
数
ノ
新
規
採
用
者
ヲ
得
ル
様
求
人
者
ノ
理
解
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
」
と
、
昭
和
恐
慌
に
よ

る
就
職
難
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

(
7
)
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
(
一
九
二
八
)
に
は
、
事
務
局
の
職
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
「
出
稼
漁
夫
保
護
組
合
改
善
私
案
」
な
る
文
書
が
あ
り
、
現
状
は
極
め
て
問
題
で
あ



る
と
し
て
寄
付
金
の
統
制
や
職
業
紹
介
所
と
の
提
携
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
目
録
〉

青
森
県
出
稼
組
合
連
合
会
、
不
明
、
「
県
外
出
稼
ニ
関
ス
ル
調
査
書
」
(
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、

一
九
二
八
、
『
出
稼
労
働
者
保
護
組
合
関
係
資
料
(
東
北
地
万
)
」
に
収
録
)

青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
三
五
、
『
東
北
地
方
北
海
道
農
山
漁
村
職
業
紹
介
の
問

題』

上
田
貞
次
郎
・
小
田
橋
貞
寿

一
九
三
五
、
「
人
口
統
計
よ
り
観
た
る
東
北
地
方
」
『
社
会
政

策
時
報
』

一
七
四

厚
生
省
職
業
部
、
一
九
三
九
、
「
昭
和
十
一
年
中
に
於
け
る
出
稼
者
に
関
す
る
調
査
概
要
』

社
会
局
社
会
部
、
一
九
三
七
、
「
昭
和
九
年
中
に
於
け
る
出
稼
者
に
関
す
る
調
査
概
要
」

玉
真
之
介
、
一
九
九
九
、
「
青
森
県
に
お
け
る
小
作
条
件
と
小
作
争
議
」
「
青
森
県
史
研
究
」

第
三
号

中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
二
九
、
『
出
稼
漁
夫
供
給
組
合
調
査
」

中
央
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
三
五
、
『
昭
和
七
年
中
に
於
け
る
道
府
県
外
出
稼
者
に
関
す

る
調
査
概
要
』

東
京
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
、
一
九
二
五
、
「
北
海
道
鯨
漁
業
と
其
労
働
事
情
」

中
島
仁
之
助
、
一
九
三
五
、
「
労
力
移
動
上
よ
り
観
た
る
東
北
問
題
(
上
)
(
下
)
」
「
社
会
政

策
時
報
」
一
七
四
、
一
七
五

農
林
省
農
務
局
、
一
九
二
九
、
「
農
漁
村
ノ
労
力
移
動
状
況
調
査
」

農
林
省
農
務
局
、
一
九
三
一
、
『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
」

北
海
道
庁
、
一
九
二
一
二
、
「
季
節
的
移
動
労
働
者
に
関
す
る
調
査
」

労
働
省
編
、
一
九
六
一
、
「
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
、
労
働
法
令
協
会

労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
二
八
、
『
出
稼
労
働
者
保
護
組
合
関
係
資
料
(
東
北
地
方
)
」

労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
三

O
、
『
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
関
係
資
料
竺
)
」

労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
三
一
、
「
出
稼
漁
夫
関
係
資
料
(
二
)
』

労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
一
一
一
一
一
、
門
出
稼
漁
夫
関
係
資
料
(
一
ニ
)
」

労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
三
三
、
『
出
稼
漁
夫
関
係
資
料
(
四
)
』

[
付
記
]
本
稿
で
は
、
北
海
道
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
資
料
を
多
数
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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